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村瀬　　「つ ぎは ぎジ ャケ ット」 と 「ふんど し」

「つ ぎは ぎ ジ ャケ ッ ト」 と 「ふ ん ど し」

　　ベンガル のバウルの宗教 と宗教儀礼一

村 瀬 　　 智*

       Patchwork Jacket and Loincloth: 

Religious Beliefs and Practices of the Bauls of Bengal

Satoru MURASE

   This paper is an ethnographic study of the Bauls of Bengal, a 

specific group of people who are mendicant religous musicians. This 

paper discusses religious beliefs and practices of the Bauls. 
   Since Rabindranath Tagore drew the attention of the public to the 

richness of the Baul songs and their religion, quite a number of people 

have collected Baul songs, and written about the Bauls. However, most 

previous writers have been scholars of Bengali literature, religious 
history, religious studies, and musicology. As a result, they have 

primarily dealt with Baul songs, Baul religion, or Baul music. Although 
they have contributed much to our understanding of the Bauls, there is, 

unfortunately, virtually no anthropological or ethnographic literature 

that attemps a scholarly presentation of the Bauls as people. The basic 

objective of this study is to meet this scholarly need. 

   It is true that various traditions such as Vaishnava Hinduism, Tan-

trism and Islamic Sufism flowed into the religious beliefs and practices of 

the Bauls. However, an idea which is common to all Bauls is that the 
human body is the container of truth. And, in spite of the 

heterogeneous traditions incorporated in them, the Bauls are concerned 

primarily with  "sadhana" (spiritual endeavor) , and not with any system 
of abstract speculation. The Baul religious beliefs and practices concern-

ing the Baul sadhana, which involves ritual sexual intercourse and some 

other practices, are expressed in their songs. However, they use the
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words in the songs in an ambiguous way, so that ordinary people may 

understand the apparent meaning, while the real meaning is kept secret. 
The matter of the sadhana has been exclusively transmitted from guru to 

disciple and discussed only among the people inside the community. 

   It should be mentioned in this connection that I have taken initia-

tion and received a series of instructions from two gurus. As I usually 

did during my field research, I told them honestly that I would like to 

write something about Baul religious practices in my paper. However, 

they have somewhat different opinions concerning the secrecy of the Baul 

sadhana. One told me, "The matter of the sadhana is transmitted only 

from guru to disciple and should be kept  secret." Another said, "The 
Baul religion is the religion of man (manuser dharma) so that everybody 

has the right to know it, if he/she is interested in it." The latter further 

told me, "You may try to write everything, but you won't be able to do 

so. As the taste of the ripe mango is too sweet for words, so you cannot 

explain your experience to one who has not experienced it. But some of 

your readers may have interest in the matter and will come to you. In 
that case, teach them whatever they want. If you have difficulties in do-

ing so, send them to me." The solution which I have found is a com-

bination of all. I should exercise moderation in writing about the matter 

in my paper. At the same time, if I consider that I may write something, 
I should deal with it in a straightforward manner. Then, if anybody 

comes and asks me seriously, I may convey directly what I have learned.

1は じめ に

2風 狂 の うたび とた ち

3「 人 間 の 肉体 は 真 理 の 容 器 」

4バ ウル の道(1):門 づ け の生 活

5バ ウル の道(2)1デ ィ ッカ,シ ッカ,

ベ ッ ク

6世 捨 ての文化的意味

7性 的 エネルギ ーの制御

8「 つぎは ぎジャケ ット」 と 「ふん ど し」

9心 の人

10神 と人間

11お わ りに

1は じ め に

本 論 は ・ ベ ンガ ル の 「バ ウル」(baul)と 呼 ぼ れ る宗 教 的 芸 能 集 団 の民 族 学 的 研 究

で あ る。

詩 人 タ ゴール(RabindranathTagore)が,バ ウル の歌 と宗 教 の 豊 潤 さを 世 に紹 介
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して以来,多 くの人が,バ ウルの歌を採集 しバウルについて研究してきた死 しか し,

バウルについての今までの研究者のほとんどは,ベンガル 文学,イ ソド宗教史,宗 教

学,あ るいは音楽学の専門家であった。そのせいか,研 究者の関心の中心は,バ ウル

の歌,バ ウルの宗教,あ るいはバウルの音楽 「そのもの」に偏っていたようである。

もちろん,こ れらの研究は,バ ウルについてのわれわれの理解におおいに貢献したの

であるが,そ こには,「人間 としてのバウル」を専門的G'紹 介 しようとした民族学的

文献は,事 実上,皆 無である。本論の目的は,こ の学問的空白を満たす ことにある。

本論は,バ ウルの宗教と宗教儀礼を記述 し分析する。

バウルの宗教には,タ ソ トラの思想やヨーガの行法,そ れにイスラム神秘主義など,

いくつ もの宗教的伝統が流れ込んでいる。 しか し,パ ウルの宗教は抽象的な推論の体

系ではなく,そ の核心的な部分は,「 サ ドゥナ」(sadhana)と 呼ばれる宗教儀礼の実

践にある。そして,こ の実践的なサ ドゥナのすべては,「人間の肉体は,真 理の容器

である」 とい う信仰に基づいている。バ ウルの宗教が独特なのは,こ の信仰に基づい

たバウルの 「サ ドゥナ」を,ユ ニークに展開させていることにある。

バ ウルのサ ドゥナには,ヨ ーガの実践を通 じて行われる性交儀礼や,宇 宙を構成す

る五粗大元素を人間の器官や分泌物にた とえて行われる儀礼などをともなう。そして,

サ ドゥナに関する事がらは,も っぱらグル(導 師)か ら弟子へ,こ っそ りと伝えられ

るのである。バウルのサ ドゥナは,「バウルの歌」(haul-gan)に 表現されている。し

かし,バ ウルの歌には,し ば しぼ 「暗号のような表現」が使用されている。このため

バウルの歌は,部 外者には意味不明のことが多い。ときどき夕方などに,グ ルのアー

シュラム(道 場)に 弟子たちが集まってくることがある。そこでも,サ ドゥナについ

て議論 されることがあるが,そ れは主 としてバ ウルの歌の解釈を通じてである。 しか

し,歌 の真の意味は秘密 とされ,議 論はグルとその弟子たちのあいだだけにかぎられ

る。そして彼らは,秘 密の事がらに関して用心ぶか く慎重に発言するようY'と,厳 重

に戒められているのである。

このことと関連 して,こ こで,わ たしがふた りのグルに弟子入 りし,彼 らからバウ

ルの宗教について一連の教えを受けたことについて,ひ と言述べておく必要があるだ

1)た と え ぽ,タ ゴ ー ル[TAGOREl922,1931】,セ ン 【SEN1931,1951,1961】,マ ン ス ー ル ・

ウ デ ィ ン 【MANSUR-UDDINl942】,ダ ス グ ー プ タ[DASGUPTA,S.B.1946】,バ ッ タ チ ャ ル ヤ

IBHATTACHARYA,U.1958】,ダ ス と マ ハ パ ト ラIDAsandMAHApATRA1958】,デ ィ モ ッ ク

【D】〔MocKl966】,バ ッ タ チ ャ ル ヤ[BHATTAC】EIARYA,D.1969],マ ハ パ ト ラ 【MAHAPATRA

1972],キ ャ プ ウ ェ ル 【CApw肌Ll974,1986],サ ロ モ ソ[SALOMON1979],カ リ ム 【KARM

1980】,マ ク ダ ニ エ ルIMcDANEL1989】 を 見 よ 。日 本 語 に よ る 文 献 に つ い て は,小 西 【1974】,

大 西 【1984】 を 見 よ。
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ろ う。 弟 子 入 りして間 も な く,わ た しは彼 らに,「 わ た しのバ ウル の研 究 の 報 告 に は,

バ ウル の宗 教 や儀 礼 につ いて の 記 述 も不 可 欠 なの で ,許 され る範 囲 で い く らか は 書 き

た い」 と正 直 に話 した 。 しか しな が ら,バ ウル の サ ド ゥナ の秘 密 性 に 関 して,ふ た り

の グル は,い くぶ ん ち が った意 見 を も って い た。 ひ と りは,「 サ ドゥナに 関 す る事 が

らは,も っぱ ら グルか ら弟 子 へ と伝 え られ る事 が らで あ り,秘 密 は守 らね ば な らな い」

とわ た しに 述 べ た。 も うひ と りは,「 バ ウル の 宗教 は,r人 間 の宗 教 』(〃zanuserdhar-

ma)な の で,興 味 の あ る人 は,だ れ で もそ れ を知 る権 利 が あ る」 と言 った。 後 者 は,

さ らに付 け加 え て,わ た しに述 べ た。 「あ な た は,サ ドゥナに 関 す る事 が らの,す べ

て を書 い て も よろ しい。 しか し,あ な た には そ うす る こ とが で きな い で し ょ う。 よ く

熟 れ た マ ソ ゴ ーの味 は,あ ま りに お い しず ぎて 言語 で表 現 で きな い よ うに,あ な た は,

地 図 西 ベ ンガ ル 州(TouristMapofWestBenga1よ り転載)
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あなたの経験 したことを,そ れを経験したことのない人には説明できない。しかし,

あなたの読者の何人かが,パ ウルのサ ドゥナに興味をもち,あ なたのところにや って

くるだろう。そのときには,彼 らが望むことは,何 でも教えてあげなさい。もし,あ

なたが教えるのに苦労すると思 うなら,そ の人達をわた しに送 りなさい。わたしが教

えましょう」。

わた しが見つけた解決策は,ふ た りのことばの組み合わせである。もしわた しがバ

ウルのサ ドゥナに関することを書 くときは,記 述に節度をもたねぽならないと思 う。

同時に,も しわた しが何事かを書いてもよいと判断したら,そ の事がらについて,回

りくどい表現をせずに記述 しなければならないと思 う。そのあと,も しだれかがわた

しのところに来て本気で望むなら,わ た しは,わ たしが学んだことを直接伝達 しても

よいと思 う。

2風 狂の うたび とたち

バ ウル の べ ソガ ル社 会 に 与 え て い る イ メ ー ジは,み ず か ら の社 会 的 規範 か ら の独 立

を証 明す るた め に,わ ざ と社 会 の規 範 か らは ず れ て生 き よ う とす る狂 人 の イ メ ー ジ で

あ る。 わ た しの知 っ て い る 多 くのバ ウル は,「 バ ウル と い うのは,物 事 の善 悪 を わ き

まxな い常 識 の な い 男 の こ とで あ る」 と,い か に 彼 らが 狂気 であ るか を説 明 した。 ペ

ソガ ル語 の 「バ ウル 」(haul)と い う語 は,実 際,「 狂 気 」 とい う意 味 で あ る。 そ して,

そ の語 源 は,サ ソス ク リッ ト語 の"vatula"(infectedwiththewind-diseaserか ぜ の熱

気 に あ て られ た 」),あ る い は"vyakula"(impatientlyeager「 の どが 渇 い て湯 水 を ほ

しが る よ うに,し き りに望 む 」)に 求 め られ る よ うで あ る2)0

バ ウル の歴 史 が ど こま で さか の ぼ れ るか は不 明 で あ る。 しか し,中 世 の べ ソガ ル語

の文 献 で は,バ ウル とい う語 は,そ の 一 般 的 な意 味 で,「 狂 人 の よ うな宗 教 的 態 度 の

人 」 とい うふ うに使 われ て い る。 た とえ ば,16世 紀 の べ ソガ ル の宗 教 復 興 運動 の偉 大

2)エ ドワー ド ・デ ィモ ッ クは,サ ンス ク リッ ト語 のvatulaあ るい はvyakulaが,ベ ンガ ル語

のbaulの 語 源 と して 妥 当 で あ る こ とを,言 語 学 的 な証 拠 を あ げ て証 明 して い る。 す な わ ち,

ベンガル語 だ け で な く,マ ガ デ ィ語 な どの東 部 ヒ ソデ ィー語 諸 方 言 に お い て は,サ ソス ク リ

ヅ ト語 を 語 源 とす る語 は,サ ンス ク リ ッ ト語 の 母 音 間 の 子 音 は 消 失 す る。 した が って,

vatulaはvaulaと な り,vyakulaはvyaulaと な る。 さ らに,語 頭 のvy一 連 続音 はv一 音 とな り,

vyaulaは や は りvaulaを 生 じる。 サ ンス ク リ ッ ト語 のv音 は,東 部 ヒ ンデ ィー語 お よび ベ ソ

ガル 語 で はb音 と な り,単 語 形baulaと して 残 る。 ま た,ペ ソ ガル語 で は,語 尾 の短 母 音 一a

は,表 記 か ら脱 落 す るの で,baulと な る[DIMOCK1966:25Q-251】 。ベンガル 語 の発 達 を通

じて の 音 声 変 化 の 詳 細Y'つ い て は,チ ャ ッテ ル ジ の 記 念 碑 的 著 作 【CHATTER」11986:

237-648】 を 見 よ。
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な指 導 者 チ ャイ タ ニア(Caitania1486-1533)の もっ とも権 威 あ る聖 人 伝 に は,「 我,

ク リシ ュナの は て しな き甘 露 の 海 に さま よい,狂 気(バ ウル)と な れ り」 とい った よ

うな文 脈 で しば しば で て くる 【SENandIVIUKHOPAI)HYAYl986:3251。 実 際,わ た し

の イ ンフ ォー マ ソ トの ひ と りは,「 バ ウル 」 とい う語 は,「 牛 飼 い 女 の ゴ ピーが ク リシ

ュナ に恋 を した よ うに,神 に 恋 を して しま って 狂 気 とな った 男 の あ る種 の心 理 状 態 を

さす」 と説 明 した。

現 代 のベンガル で は,バ ウル とい う語 に は,ま だ 「狂気 」 とい う意 味 を 内包 して い

るが,そ の 語 は も っぱ ら,「 独 特 の信 仰 体 系 と儀 礼 を そ な えた 宗 教 を 追 い求 め る一 群

の 人 び と」 を さす,と い って さ しつ か え な い。 しか し,そ の 「一 群 の 人 び と」 が,い

った い何 人 い る のか は 明 らか で ない 。 イ ン ド政 府 が10年 に一 度 行 う国 勢調 査 の数 字 に

あ らわれ て こ な いほ ど,バ ウルは 少 数 で あ る。 そ れ に もかか わ らず,バ ウル は,ベ ン

ガル 社 会 で は っ き り と 目立 つ 存 在 で あ る。 彼 らは,独 特 の 衣 装 を 着 て,「 パ ウル ・ガ

ン」(haulgan)と 呼 ぼ れ る歌 を うた い な が ら,一 軒 一 軒 「門 づ け 」 を して生 計 を た

て て い る 。 バ ウル の歌 は メ ロデ ィーが 美 し く,歌 詞 は しば しぼ象 徴 的 であ る。 パ ウル

の 歌 は,彼 らの宗 教 的 経験 や イ メー ジを,彼 らの こ とば で表 現 して い る。

この よ うな,バ ウル とい う語 の語 源 や 中世 の文 献 で の使 わ れ方,そ して 現 代 の ベ ン

ガ ル社 会 での 意 味 合 いや イ メ ー ジを 考 慮 して,ベンガル の 「バ ウル 」 の こ とを,「 風

狂 の うた び とた ち」 とで も訳 して お こ う。

3「 人間の肉体は真理 の容器」

詩 人 タ ゴ ール と,彼 が シ ャ ンテ ィ ニケ タ ソY'創 立 した大 学(VisvaBharati)の 同僚

の セ ン(KshitiMohanSen)は,バ ウル の 歌 を 採 集 し,そ れ を 世 に 紹 介 した とい う点

で,ー ま ち が い な くパ イ オ ニ ア ー で あ る 。 タ ゴ ー ル 【TAGoRE1922,1931】 と セ ソ

[SEN1931,1951,1961】 は,彼 らの著 作 の 中 で,と くにつ ぎの2点 を強 調 した 。 まず

第1に,バ ウル が 追 求す る 自 由は,す べ て の外 見 的 な 強制 か ら の 自 由で あ る。 した が

って,バ ウル は,カ ース トや ク ラ ス な どの社 会 を 仕 切 る装 置 や,シ ヴ ァや ヴ ィ シ ュ

ヌ3)と い った特 別 の 神,寺 院 や モ ス ク とい った礼 拝 の 場 な どを,い っ さい認 め な い。

そ して第2に,バ ウル に とって,神 は,ひ と りひ と りの人 間 の 肉体V'住 ん で い る。 し

3)ヴ ィ シ ュ ヌ(Vishunu)は,後 期 ヒ ソ ド ゥ ー教 の 保 持 神 と呼 ぼ れ,創 造 神 ブ ラ フ マ ー

(Brahma),破 壊 神 シ ヴ ァ(Shiva)と な らん で ヒ ソ ドゥー教 三 大神 の ひ とつ で,そ の2番 目

の神 。
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た が っ て,「 心 の人 」(バ ウル に と っての 神)が 安 置 され て い る人 間 の 肉 体 は,こ の世

の 中 で,も っ と も神 聖 な もの で あ る。

タ ゴー ル とセ ソの影 響 に よ り,そ の後,膨 大 な数 のバ ウル の歌 が,ベ ンガル 人学 者

に よ って採 集 され,中 に は りっぱ な歌 集 と して 出版 され た4)。 これ ら歌 集 の 解説 や,

歌 に そ え られ た 注 釈 を み る と,タ ゴール とセ ソのバ ウル の歌 や 宗 教 に つ い て の解 釈 は,

長 い 間,ほ ぼ 定 説 と して支 持 され て い た よ うで あ る。

しか し,ウ ペ ン ドロナ ー ト ・バ ッタチ ャル ヤ は,彼 の500曲 以上 も集 め た バ ウル の

歌 の コ レク シ ョソの解説 で,タ ゴ ール とセ ンの 説 に 異議 を とな えた。 彼 は,バ ウル の

宗 教 に は,タ ソ トラ教5)の 影 響 が 強 く認 め られ,そ の特 徴 は,秘 密 の教 義 と ヨー ガの

実 践 を 通 じて行 わ れ る性 的儀 礼 にあ る,と 主 張 した 。 また,彼 は,バ ウル の宗 教 を 形

成 して い る5つ の要 素 と して,(1)バ ウル の 宗 教 の 非 ヴ ェー ダ的 特 色 と,タ ン トラ

な ど ほか の非 正 統 的 な宗 教 と の類 似 性,(2)理 想 的 人 間 の 姿 で あ り,神 の 本 当 の姿

とみ な され る導 師(グ ル)に 対 す る礼 拝,(3)神 は 人 間 の 肉体 に住 ん で い る とい う

バ ウル の教 義,(4)バ ウル の 「心 の人 」 とい う概 念,そ して(5)人 間 の男 女 の本

質 は,ク リシ ュナ と ラ ダー6),あ るい は シ ヴ ァ と シ ャ クテ ィ7)で あ る とす る ル ー プ/

ス ヴ ァ ・ル ー プ理論 を指 摘 した 【BHATTACHARYA,U,1981:291-368】 。 バ ウル の 宗教

の詳 細 につ い て は,わ た しは,バ ッタチ ャル ヤ とは い さ さか違 う解 釈 を して い る の で,

あ とで詳 し く議 論 を した い と思 う。

いず れ にせ よ,バ ッタ チ ャル ヤ の新 説 は,イ ソ ド人 研 究 者 だ け で な く,ア メ リカ人

学 者 に も大 きな 影 響 を与 えた よ うで あ る。 た とえ ぽ,バ ウル 音 楽 の研 究 家 キ ャ プ ウエ

4)主 な バ ウル の歌 の 歌集Y'は,マ ンス ール ・ウ デ ィソ 【MANs1皿 一UDDIN1942】,・ ミッタ チ ャ

ル ヤ 【BHATTACHARYA,U.1958】,そ れ に ダス とマ ハ パ トラ 【DnsandMaxnPnTxal958】 に

よる もの が あげ られ る。 また,バ ウル の歌 の,英 訳 歌 集 もい くつ か 出版 され て い る。 も っ と

も優雅 な もの と して,・ ㍉ タ チ ャル ヤ[BHPITTACHARYA,D.1969】 を 推薦 して お く。

5)タ ン トラ教 が,ヒ ン ドゥー教 起 源 か 仏 教起 源 か は明 らか で は な い が,最 古 の タ ソ トラ文 献

は6世 紀 に ま で さか のぼ れ る とい う。 タ ン トラ教 は,宇 宙 の生 成 発 展 を 男女 の結 合 に な ぞ ら

え,大 宇宙 を人 間 とい う小 宇 宙 に 重 ね 合 せ て理 解 す る。 ヒ ン ドゥー ・タ ン トラ に よれ ば,宇

宙 は 「プル シ ャ」 とい う男 性 原 理 と 「プ ラ ク リテ ィ」 とい う女 性 原理 か らな る 二元 論 に基 づ

いて い る。 そ こで は,男 女 の交 合 が,シ ヴ ァ神(男 性 的,受 動 的,超 越 的永 遠 の原 理)と そ

の 妻 の 女 神 シ ャ クテ ィ(女 性 的,能 動 的,時 間的 原 理)と の 創 造 的 な結 合Y'ま で高 め られ る

とい う思想 の も とに説 か れ て い る。

10世 紀 ごろ 以 後 の イ ン ドにお け る ヨ ー ガや タ ン トラ系 諸 宗 派 の 隆 盛 の 思想 史 的 背景 に つ い

ては,ダ ス グー プタ 【DAsGuPTA,S.N.1976:122-123】 を 見 よ。

6)ク リシ ュ ナ(Krishna)は ヴ ィ シ ュ ヌの化 身 で,イ ソ ドで も っ と も人気 の あ る神 の ひ と り。

ラ ダ ー(Radha)は,ク リシ ュ ナ の 恋 人 に な った 乳 しぼ り娘 で,牛 飼 い 女 の総 称 ゴ ピー

(Gopi)の 代 表 格 。

7)シ ャ クテ ィは,普 通 名詞 と しては 性 力(し ょう りき)で あ るが,固 有 名 詞 と して は,シ ヴ

ァ神 の妻 の女 神(パ ール ヴ ァテ ィー,ド ゥル ガ,カ ー リー な ど本 質 は ひ と りだ が 多 くの 名前

で呼 ば れ る)の 総称 。
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ル は,バ ウル の歌 を 聞 いた り読 ん だ りす る と きに は,タン トラ教 の もつ 象 徴 性 を心 に

と どめ て お く必 要 が あ る,と 力 説 して い る 【CAPWELL1974:255-264】 。 一 方,一 部 の

学 者,と くに 東 ベ ンガ ル 出身 の 研 究者 は,バ ウル の歌V'頻 繁 に で て くる イ ス ラ ム用語

に 注 目 し,バ ウル に対 す るイ ス ラ ムの影 響 を 主 張 して い る。 た とえ ぽ,カ リムは,バ

ウル の歌 は イ ス ラ ムの伝 統,と くに ス フ ィズ ム(イ ス ラム神 秘 主義)の 伝 統 を 通 じて

解 釈 され るべ きだ,と 力説 して い る 【KARIM1980:passim】 。

この よ うに,バ ウル が ヒ ン ドゥー教徒 な のか,タ ン トラ教 徒 な の か,あ る いは ス フ

ィ神秘 主義 者 なの か とい う問 題 は,バ ウル研 究 者 の 間 で しぼ しぼ論 争 とな り,い まだ

Y'決 着 が つ い て いな い。 しか しわ た しは,こ の問題 に決 着 を つ け る必 要 は ない,と 考

え て い る。 なぜ な ら,ノ ミウルは そ れ らの うち の どれ か で あ りうる し,そ れ らす べ て で

もあ り うる し,ま た,そ れ らの どれ で もな い こ と もあ りうるか らで あ る。

バ ウル の歌(「 バ ウル ・ガ ソ」)は,そ の 内容 か らみ る と,2種 類 に 分 類 で き る。 第

1は,「 シ ョブ ド ・ガ ン」(sabda-gan)と 呼 ぼ れ,主 と して娯 楽 の た め に つ く られ た

歌 で あ る。 第2は,「 タ ッ トヴ ァ ・ガ ソ」(tattva-gan)と 呼 ぼ れ る歌 で,バ ウル の 宗

教 教 義 や儀 礼 に基 づ い た歌 で あ る。 バ ウル研 究 者 は,彼 らの主 張 に 関 係 な く,バ ウル

の 歌 を テ キ ス トと して使 用 して きた 。 そ して 研 究 者 は,当 然 の こ とな が ら 「タ ッ ト

ヴ ァ ・ガ ソ」 に焦 点 を あ て,バ ウルの 宗 教 を分 析 して きたわ け で あ る。 そ れ に もか か

わ らず 存在 す る研 究 者 間 の主 張 の ちが い は,彼 らが,そ れ ぞれ 異 な った セ ッ トのバ ウ

ル に つ い て議 論 してい る こ とに起 因 す る よ うに思 わ れ る。

この よ うに,バ ウル の 宗教 に は い くつ もの宗 教 的 伝 統 が流 れ 込 んで い るわ け で あ る

が,バ ウル の宗 教 の特 徴 を手 堅 く述 べ るな らば,そ れ は,抽 象 的 な推 論 の 体 系 で は な

く,「 サ ドゥナ 」(sadhana)と 呼 ぼ れ る宗 教儀 礼 の 実践 と大 い に関 係 して い る,と い

うこ とで あ る。 そ して,こ の実 践 的 なサ ドゥナの す べ て は,「 人 間 の 肉体 は,真 理 の

容 器 で あ る」 とい う信 仰 に基 づ い て い る。 これ をベ ンガル語 で は,"Janaibhande,to

naibrah〃tande."と 説 明 され る。 「バ ン ダ」(bhanda)と い うの は,「 容 器 」 の こ とで,

人 間 の 「肉体 」 の こ とで あ る。 「ブ ラ フ マ ソダ」(brahmanda)と い うの は,「 宇 宙 」

で あ り,「神 」 であ り,「 真 理 」 の こ とで あ る。 直訳 す る と,「 この 肉 体 に な い ものは,

この宇 宙 には な い」 とい うこ とで あ る。 逆 も また真 な りで,「 この宇 宙 に あ る ものは,

この 肉体 に す べ て あ る」 とな る。 これ を も う少 し整 理 す る と,ふ た つ の原 理 に 分 解 で

き るか と思 う。(1)人 間 の 肉 体 は,宇 宙 に あ る ひ とつ の 「もの」 だ け で な く,宇 宙

の 「縮 図」 で あ る。(2)人 間 の 肉 体 は,神 の 「住 み か」 で あ る ばか りで な く,神 を

実 感 す るた め の 唯 一 の 「手 段 」 で あ り 「媒 介 物 」 で あ る。 これ は,す べ て の・ミウル に
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共 通 の信仰 で あ り,バ ウル の宗 教 の も っ と も重 要 な部 分 で あ る。 バ ウルは,こ の信 仰

の こ とを,「 デ ハ ・タ ッ トヴ ァ」(deha-tattyの と呼 ん で い る。 しか しこれ は,イ ン ド

では,多 くの タ ン トラ派 や ヨー ガ派,そ れ に イ ス ラム神 秘 主 義者 に も広 く受 け 入 れ ら

れ て い る信 仰 な の で あ る8)0バ ウル の 宗 教 が独 特 な の は,こ の信 仰 に基 づ い た バ ウル

の 「サ ドゥナ」 を,ユ ニ ー クに展 開 させ て い る こ とに あ る。

こ こで,後 の議 論 の準 備 もか ね て,こ の 「デ ハ ・タ ッ トヴ ァ」 に つ い て簡 単 に ふ れ

て お きた い。 わ た しは,フ ィール ド ・ワー ク中,多 くのバ ウル か ら,人 間 の 肉体 に は

神 が住 ん で い るぽ か りで な く,そ こに は宇 宙 を 構 成 す る五 粗 大 元 素(す なわ ち 「地 」

「水 」「火 」 「風 」「空 」)や,そ れ らに 対 応 す る五 微 細 元 素(す なわ ち 「色 」 「声 」「香 」

「味 」「触 」),七 天 界,七 地 界,七 大 陸,七 海 な どが存 在 す る と9),な ん ども聞 か され

た 。

ま さに宇 宙 の構 造 の よ うに,バ ウル は,人 間 の肉 体 に は 「せ きつ い 」 に沿 っ て垂 直

に 配 列 され た7つ の 「チ ャ ク ラ」(本 来 「輪 」 の意 味)が 並 ん で い る と信 じて い る。

チ ャ ク ラは,「 はす の花 」 で 表 現 され,そ れ ぞ れ 異 な る数 と色 の花 び らを も って い る。

そ して そ れ らの チ ャ ク ラは,せ き髄 とそ れ を補 助 す る中枢 神経 に対 応 す る3本 の 「ナ

デ ィ」(本 来 「川 」 の意 味)に よ って つ な が って い る。 バ ウル は,そ れ らの チ ャ ク ラ

の位 置 や 機 能 に つ い て,タ ン トラ教 か らア イ デ ア を借 用 して い る よ うで あ る 。 ヒ ソ

ドゥー ・タン トラに よれ ば,7つ の チ ャ ク ラ と花 び らの数,そ の位 置 は,(1)4枚

の ム ー ラ ー ダ ー ラ ・チ ャ クラ,位 置 は せ きつ い の 最 下 部,性 器 と肛 門 の間;(2)6

枚 の ス ヴ ァデ ィ シタ ー ナ ・チ ャ ク ラ,位 置 は性 器 付 近;(3)10枚 の マ ニ プー ル ・チ

ャ ク ラ,位 置 は へ そ;(4)12枚 の アナ ーハ タ ・チ ャク ラ,位 置 は心 臓 付 近;(5)16

枚 の ヴ ィシ ュ ッダ ・チ ャ クラ,位 置 は の ど;(6)2枚 の ア ージ ュ ニ ャー ・チ ャ ク ラ,

位 置 は額;(7)千 枚 の 花 び らの サ ハ ス ラ ー ラ ・チ ャ ク ラ,位 置 は 頭 頂 部 で あ る。 さ

らに,以 上 の7つ の チ ャ クラの うち,下 部 の5チ ャ ク ラは,そ れ ぞ れ 宇宙 を 構 成 す る

五 粗 大 元 素 「地 」 「水 」 「火 」 「風 」 「空 」 の 存 在 す る 場 所 と さ れ る[WOODROF朋

1980:50-58]0

もち ろ ん,個 々の バ ウル のそ れ らの 知識 は,必 ず しも正確 で は な い。 しか し,原 理

は 同 じで あ る。 宇 宙 の構 造 の両 極 が 天 国 と地 獄 で あ る よ うに,チ ャ クラの相 対 的 な位

置 と役 割 は,そ の両 極 に み る こ とが で き る。 最 下 部 のチ ャ ク ラは,完 全 に性 的 行為 に

関 係 し,頭 の 中 の最 上 部 の チ ャ クラは,純 粋 に形 而 上 的 な 究 極 原理 の実 感 に か か わ っ

8)た とえ ぽ,ダ ス グ ー プ タ 【DAsGuPTA,S.B.1956:291-299]を 見 よ。

9)イ ン ドの宇 宙 論 につ い て は,た とえば,定 方 【1985】を 見 よ。
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ている。チャクラやナディのおかげで,最 上部にいるとされる神は最下部にまで下 り

てくることができる。そ して,最 下部に下 りてきた神が,ふ たたび最上部にまで上昇

できる。そのことが重要なのである。これについては,あ とで詳 しく述べることにな

る。

4バ ゥルの道(1)門 づけの生活

も う一 点,す べ て の バ ウルに共 通 の特 徴 に つ い て ふ れ て お きた い と思 う。 そ れ は,

バ ウル が,「 門 づ け」 に よっ て生 活 して い る とい うこ とで あ る。 この パ ウル の ライ フ

ス タイル は,バ ウル をベンガル 社 会 の他 の人 び とか らは っ き りと区 別す る指 標 とな っ

てい る。

バ ウル研 究 者 は,こ れ まで しぼ しぼ,バ ウル の こ とを 「音 楽 家」 と特 徴 づ け て きた。

確 か に,バ ウルに と って は,歌 を うた うこ とは,門 づ け をす るた め の 重要 で効 果 的 な

手 段 で あ る。 しか し,バ ウルが 音 楽家 で あ るか ど うか とい うこ とは,本 質的 な こ とで

はな さそ うだ。 な ぜ な ら,バ ウル の歌(「 バ ウル ・ガ ン」)を うた うの が 苦手 なバ ウル

もお おぜ い い るか らだ 。 そ の よ うな パ ウル の ひ と りは,「 わ た しは バ ウ ル の歌 をた く

さん 知 って い ます し,歌 の 本 当 の意 味 も理解 してい ます 。 しか し,門 づ け を す る とき

は 『神 の御 名 』(Harinam)を 繰 り返 す だ け で す 」 と述 べ た 。 また,ひ と りの老 いた

バ ウル は,「 人 は,バ ウル の歌 を うた うだ け で は バ ウル に なれ ぬ 。 バ ウル の歌 は,学

ぶた め の手 段 で あ る。大 事 な こ とは,バ ウル の歌 を 通 じてバ ウル の 宗教 を学 ぶ こ とだ 。

そ して,学 ん だ こ とを実 践 す る こ とだ 」 と主張 した。 歌 や ダ ンス が うま い こ とで 有名

なバ ウル で さ え,「 わ れ わ れ は,バ ウル の道 を追 求 して い る。 門 づ け は,バ ウル の道

の第 一 歩 で あ り,わ れ わ れ の 宗 教 的 義 務(dhar〃1R)で あ る。 バ ウ ル の歌 は,バ ウル

の道 の ゴ ール へ た ど り着 くた め の地 図 の よ うな ものだ 」 と説 明 した。

確 か に,例 外 的 なバ ウル も観 察 され る。 彼 らは,門 づ け に よ って生 活 をせ ず,契 約

に よっ て歌 を うた った りxた りして生 活 を して い る。 しか し,彼 らは,バ ウル と名

の って い る が,実 際 は,「 職 業 音 楽 家 」 で あ る。 事 実,彼 らは,門 づ け を しな い とい

う理 由 で,ほ か のバ ウル か ら非 難 され て い る。 「彼 らは 確 か に歌 は うまい 。 しか し,

彼 らは名 前 だ け の バ ウル(Hamer-haul)だ 。 な ぜ な ら,パ ウル の 道 を歩 む のを 忘 れ て

い るか らだ 。 彼 らは,単 な る歌 手(gayak)か 芸 術 家(silpi)に す ぎ な い 」 と。 この

よ うに,ほ とん どのバ ウルは,歌 を うた うこ と よ りも,門 づ け の 生活 を強 調 して い る

ので あ る。
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バ ウル は,世 俗 的 な意 味 で,非 生 産 的 で あ る。 彼 らは,農 業 労働 手 工 芸 作業,工

業 生 産,そ れ に商 業 活 動 に 従事 して いな い 。バ ウル は,経 済 的 に は,一 般 の ベ ンガ ル

人 に依 存 して お り,門 づ け に よ って生 活 して い る。 つ ま り,バ ウル は,宗 教 的 信 念 に

基づ いた 「こ じ き」 な のだ 。 これ は,彼 らが選 ん だ ライ フス タイ ル で あ る。 そ して,

この ライ フス タイ ル そ の もの が,バ ウルが 主 張 す る,門 づ け に始 ま り神 との合一 とい

う究 極 の 目的 に 至 る 「バ ウル の道 」(haulpath)な の で あ る。

多 くのバ ウル が,く りか え し説 明 して くれ た 「バ ウル の道 」 を 要 約 す る と,次 の よ

うに な るか と思 う。 … …人 は,も しバ ウル の道 に した が うな ら,だ れ で もパ ウル に な

れ る。 た だ し,パ ウル の道 の第 一歩 で は,人 は,親 か ら受 け 継 い だ 生 業 をや め,カ ー

ス トの義 務 を 放 棄 し,門 づ け で 生 活 しなけ れ ぽ な らな い。バ ウル の道 の究 極 の 目的 は,

神 を 実感 す る こ と で あ り,「 サ ハ ジ ャ」(sahaja),つ ま り至 福 の喜 び を 得 る こ とで あ

る。 そ こでは,人 は,自 分 の うちに 住 む神 と合 一 す るの で あ る。 そ して これは,バ ウ

ル の サ ドゥナの 実 践 を通 じての み 達 成 で き る。

ベ ンガ ルの バ ウル とは,み ず か ら 「パ ウル」 と名 の り,バ ウル の 衣 装 を着 て,パ ウ

ル の歌 を うた い なが ら,一 軒 一 軒 門 づ け を して歩 く人 た ち の こ とで あ る。

バ ウル は,「 バ ウル の道 の第 一 歩 は 門づ け の生 活 を始 め る こ と で あ り,門 づ け は パ

ウル の宗 教 的 義 務 であ る」 と主 張 す る。 「門 づ け」 とい うパ ウル の生 活 様 式 は,バ ウ

ルが 「世 捨 て人 」 で あ る こ とを 示 して い る。 しか し,厳 密 に言 う と,わ た しの 出会 っ

た す べ て のパ ウルが,完 全 に世 俗 の生 活 を 断 ち切 っ て いた とは い いが た い 。 あ る意 味

で は,バ ウル の 多 くは 「俗 人 」 と 「世 捨 て 人」 の 中 間 に位 置 して い た,と 言 えそ うだ 。

しか し,彼 らは,ま ちが い な く世 捨 て人 の 生活 様 式 を採 用 して いた 。 事 実,宗 教 的 に

上 級 段 階 に 進 ん だ バ ウル は,「 世 捨 て人 の身 分 」(bhek)へ の通 過 儀 礼 を 受 け て い た 。

しか し,そ の通 過 儀 礼 は,バ ウル の道 の第 一 歩 を踏 み 出 して か ら,つ ま り門 づ け の生

活 を始 め て か ら,ず っ とあ とで の人 生 の 出 来事 だ った の であ る。そ れ に もか かわ らず,

門 づけ は,す べ て のバ ウル に共 通 の ライ フ ス タイ ル で あ り,そ の こ とが,彼 らを ほ か

の ベ ンガル 人 か ら区別 して い る。 この事 実 ゆ えに,す べ て のバ ウル を,ベンガル 社 会

の ひ とつ の 「構 造 的 分 節 の構 成 員」 とみ る こ とは,研 究 方 法 と して有 効 であ る と考 え

られ る。

5バ ウ ル の 道(2)デ ィ ッ カ,シ ッカ,ベ ッ ク

バ ウル研 究者 の 間 では,「 バ ウル とい う語 は,ベンガル の あ る宗 派(sampradaya)
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とそ の宗 派 の構 成 員 を さす 」 と い う見 解 が,ほ ぼ 正 しい もの と承 認 され て い る よ うで

あ るlo)。しか し,こ の 見解 は,は た して正 確 な の だ ろ うか。 この点 に つ い て,少 し検

討 を加xて み た い と思 う。

フ ィ ール ド ・ワー クの期 間 中,わ た しは しば しぼ,バ ウル が 自分 の こ とを ど う思 っ

てい るか につ いて 質 問 を した。 わ た しが も っ と も頻 繁 に聞 い た答 え は,次 の ふ た つ で

あ る。(1)「 わ た しは バ ウル で す 」(LLa〃:ihaul.")。(2)「 わ た しは バ ウル の道 を歩

ん でい ます」(ua〃tibaulpathcarchi.")。 しか し,だ れ ひ と りと して,「 わ た しは バ ウ

ル派 の構 成 員 です 」 とは 答 え なか った 。

フランスの イ ン ド学 者 ル ヌーは,「 イン ドの 宗 派 」 の 基 準 に つ い て 述 べ て い る。 彼

に よ る と,イ ソ ドの宗 派 は,次 の三 つ の基 準 を備 え て い る と され る。第1に,特 有 の

聖 典 や 特 別 な 神 に忠 実 であ る こ と。 第2に,み ず か らの哲 学 的 視 点 を採 用 して い る こ

と。 そ して 第3に,カ リス マ 的 な 教 祖 を も って い る こ と 【RENou1968:91-95】 。 こ

れ ら の基 準 を備xた イ ソ ドの 宗 派 を検 討 して み る と,そ の ほ とん どの場 合,構 造 的 に

ふ たつ の大 きな分 節 か ら成 り立 って い る ことに 気 づ く。 第1に,行 者,苦 行 者,隠 と

ん者,托 鉢 修道 士 な どの宗 派 の 中 心 的部 分,つ ま り,世 俗 の世 界 を 捨 て た人 び とで あ

る。第2に,数 量 的 には は るか に大 きい,家 庭 を も った 一 般 の 信 者 グル ー プ,つ ま り,

俗人,在 家 の人 び とで あ る。

イ ン ドの宗 派 の 基準 を考 え る と,ベ ンガ ル には,た い へ ん あ い ま いで ぼ く然 と した

組織 で は あ るが,「 パ ウル派 」(haulsampradaya)と 呼 べ そ うな も のが 存 在 す る よ う

に 思わ れ る。 そ して,ベ ンガ ルの バ ウル 派 が,イ ン ドの 宗派 と して の構 造 を備 え て い

るか の よ うに,そ こに は,ふ た つ の 基 本 的 な通 過 儀 礼 が認 め られ る。 まず 第1は,「 デ

ィ ッカ」(diksa)と 呼 ばれ る 「バ ウル 派 へ の 入 門式 」,あ るい は 「特 定 の グル(導 師)

へ の 入 門式 」 であ る。 この入 門 式 の グル は,デ ィ ッカ ・グル と呼 ぼれ,入 門者 に デ ィ

ッカ ・マン トラを授 け る。 この あ と,一 連 の 「宗教 的 トレー ニン グ」で あ る 「シ ッカ」

(siksa)が 始 め られ る こ とが あ り,そ の グルは,シ ッカ ・グル と呼 ば れ る。 シ ッカ ・

グル は,デ ィ ッカ ・グル と同一 で あ って も よい し,別 人 で あ って も よい。 また,複 数

の シ ッカ ・グル を も っ て も よい 。 そ して第2は,「 ベ ッ ク」(bhek)と 呼 ぼ れ る 「世

捨 て 人 の 身 分 へ の入 門 式 」 で あ る。 弟 子 は,グ ル よ り,新 しい 「乞食(こ つ じき)の

鉢 」 を受 け取 る。 男 性 の 弟 子 は,こ れ に加1xて,新 しい 「ふ ん ど し」(dor-kaupin)

も受 け 取 る。 この入 門 式 の グル は,ベ ッ ク ・ダタ ・グル と呼 ぽ れ る。

さて,そ れ で は,い った い だれ が,バ ウル の 宗 教 を追 求 して い るの だ ろ うか 。 わ た

10)た とえば,キ ャプ ウェル 【CAPwE肌1986:101を 見 よ。
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しの観 察 に よる と,パ ウル の宗 教 は,門 づ け で生 活 す るバ ウル だけ で な く,か な りの

数 の在 家 の信 者 に も追 求 され て い る。 そ れ らの在 家 の信 者 は,ベンガル の い な か の町

や 村 に 住 む,ご くふ つ うの ヒン ドゥー教 徒 や イ ス ラ ム教 徒 で あ る。 しか し,そ れ らの

在 家 の 信 者 は,彼 ら の グル に よ って 入 門 式 を受 け,バ ウル の サ ドゥナを 実 践 し よ う と

努 力 して い る。 た とえぽ,ビ ル ブー ム県 の ラ ソプ ー ルハ ー ト近 くの あ る村 で は,た い

へ ん尊 敬 され て い るバ ウル が住 み つ い て お り,彼 は そ の 村 で重 要 な役 割 を は た して い

る。ほ とん どす べ て の村 人 は彼 の信 奉者 だ った し,実 際,そ の多 くは彼 の弟 子 だ った 。

弟 子 で あ る村 人 は,「 わ た した ちは彼 に 入 門 して た い へ ん幸 せ です 。 わ た した ち は,

彼 か らい ろん な こ とを学 び ま した」 と証 言 した の で あ る。 しか し,村 人 は,自 分 た ち

の こ とを 「バ ウル」 とは 名 の らなか った し,他 者 か ら も 「バ ウル」 とは思 わ れ て い な

か った 。つ ま り,バ ウル のサ ドゥナ の実 践 者 は,そ の 人 が 門 づ けで 生 活 しな いか ぎ り,

「バ ウル 」 とは み な され ない の で あ る。

理 論 的 に は,「 デ ィ ッカ」 を 受 け た 人 は,す べ て バ ウル 派 の構 成 員 で あ る。 バ ウル

派 の在 家 の 弟 子 は,「 デ ィ ッカ」 は 受 け て い るが,「 ベ ッ ク」 を受 け て い な い。 「デ ィ

ッカ」 は,人 に,「 門 づ け の 生活 」 を 強制 しな い。 も し,在 家 の弟 子 が,「 ベ ッ ク」 を

受 けた と した ら,そ の人 は,世 俗 の生 活 を 捨 て,門 づ け を して 生 活 しな けれ ば な らな

い 。 これ は,ル ール で あ る。

それ では,パ ウル は,バ ウル 派 の 「世 捨 て 人 」 の こ とで,す べ て の バ ウルは 「デ ィ

ッカ」 と 「ベ ッ ク」 の両 方 の通 過儀 礼 を経 験 して い る の だ ろ うか 。 現 実 的 には,何 人

か のパ ウル は,両 方 と も経 験 して い る。 また,何 人 か は,「 デ ィ ッカ」 だ け を 受 け て

い る。 そ して,大 半 の残 りのバ ウル は,そ の両 方 と も受 け て い ない 。

も し,パ ウル 研 究 者 の 言 うよ うに,「 パ ウル とい う語 が,ベ ンガ ル のひ とつ の 宗 派

と,そ の構 成 員 を さす 」 の な ら,バ ウル は,通 過 儀 礼 を受 けた か 否 か に 基 づ い て,ふ

た つ の 大 きな カ テ ゴ リーに 分 け な け れ ば な らな い こ とに な る。(1)通 過 儀 礼 を 受 け

た バ ウル 派 の 構 成 員 で,宗 派 の ル ール や レギ ュ レー シ ョンに した が うバ ウル。(2)

バ ウル の衣 装 は着 てい るが ,通 過 儀 礼 を経 験 してい な い の で,パ ウル の 宗 教 に つ い て

の トレー ニ ソ グを受 け て お らず,知 識 も乏 しい 「に せ もの 」 のパ ウル 。

す で に 明 らか な よ うに,「 宗 派」 とい う視 点 か らで は,ベンガル のバ ウル の現 実 が

理 解 で きな い。 つ ま り,パ ウル とい う語 が,ベ ンガル の ひ とつ の宗 派 とそ の構 成 員 を

さす な ら,み ず か らバ ウル と名 の らず,他 者 か らもバ ウル とみ な され て い な い 「在 家

の弟 子 」 を,バ ウル に含 め な け れぽ な らな い し,通 過 儀 礼 は受 け て い ない が,み ず か

らパ ウル と名 の り,他 者 か ら もバ ウル とみ な され て い る,圧 倒 的大 多 数 の 「にせ も の」
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を,ベ ンガル のバ ウルか ら除 外 しなけ れ ぽ な らな くな るか らで あ る。

個 々の バ ウル の ライ フ ・ヒス ト リー につ い て のわ た しの資料 は,通 過 儀 礼 を受 けた

バ ウル は,そ れ を受 け た 時 点 で ,す で にノミウル の ライ フ ・ス タイ ル を採 用 して いた,

とい う事 実 を 暴 露 す る。 「デ ィ ッカ 」 を 受 け,宗 教 的 トレー ニ ン グで あ る 「シ ッカ」

を受 け る こ とは,神 との 合一 とい う 「バ ウル の道 」 の ゴール に到 達 す るた め に は不 可

欠 の こ とで あ る。 しか しr多 くのバ ウルが 証 言 す る。 「バ ウル の道 の第 一 歩 は,門 づ

け の生 活 を始 め る こ とで あ る」 と。ベンガル の バ ウルは,本 質 的 に,「 バ ウル の道 の

追 求 者 」 で あ る。 「パ ウル の 道 の 追 求 者 」 と 「バ ウル 派 の構 成 員」 とは,か な りの部

分 で重 複 して い る。 しか し,「 バ ウル の 道」 と 「バ ウル派 」 とは,次 元 の ちが う概 念

な ので あ る。 パ ウル研 究 者 の 間 にみ られ る混 乱 は,彼 ら の関心 の 中心 が,人 間 と して

のバ ウル よ りも,バ ウル の歌 や宗 教 や 音 楽 に あ った こ とに起 因す る と思 わ れ る。 結 果

と して,バ ウル研 究 者 は,バ ウルが 主 張 す る 「バ ウル の道 」 とい う概 念 そ の もの と,

バ ウル派 の 「在 家 の弟 子 」 の存 在 に気 づ か な か った の で あ る。 このわ た しの 主張 は ,

図1に 示 す こ とが で き るだ ろ う。

バ ウル に と って は,門 づ け の生 活 も,サ ドゥナ の実 践 も,バ ウル の道 の 究極 の 目的

地 に到 達 す るた め の不 可 欠 の 手段 で あ る。 そ して,ど ち ら も,彼 らの宗 教 の 中心 に あ

る,「 人 間 の 肉 体 は,真 理 の 容 器 で あ る」 とい う信 仰 に基 づ い て い る。 それ では,バ

図1バ ウルの社会組織

732



村瀬 「つ ぎはぎジ ャケ ヅ ト」 と 「ふん どし」

ウル の宗 教 につ いて,も う少 し詳 し く述 べ る こ とに した い 。

6世 捨ての文化的意味

バ ウル は,神 を 実 感 す る ため には,世 俗 の生 活 を 捨 て る こ とが 不 可 欠 だ と主 張 す る。

彼 ら の 「世 捨 て の論 理 」 は,実 に 明快 で あ る。 「わ た した ち は,富 を もた な い こ じ き

で す 。 わ た した ち の唯 一 の財 産 は,こ の 肉 体 で す。 しか し,こ の 肉体 に は神 が 住 ん で

お られ る。 それ 以上 に何 が 必要 です か 」。

ヒ ソ ドゥー教 徒 の法 典 ダル マ シ ャー ス トラに よる と,世 捨 て 人 の もっ とも基 本 的 な

特 徴 は,火 を放 棄 す る こ とで あ った。 そ の こ とは,世 捨 て の儀 式 を事 細 か に規 定 した

ダル マ シ ャー ス トラの 中 に,象 徴 的 に描 かれ て い る[L-AIVE1941:954--955】 。世 捨 て

人 は,し ぼ しば 「火 の な い 男 」(anagni)と 呼 ぽれ て きた。 火 な くして,人 は家 庭 を

もつ こ とが で きな い。 だか ら彼 は さ ま よい歩 く。 火 な く して料 理 は で きな い。 だ か ら

彼 は食 べ 物 を請 う。 死 に臨 ん で さえ,彼 は 「火 の な い 男」 だ 。 彼 は,世 俗 の しきた り

の よ うに火 葬 され な い。 「火 の な い男 」 に ふ さわ し く,彼 は 「土葬 」 され るの で あ る。

しか し,神 へ の 絶 対 的 な帰 依 を 内容 とす る 「バ ク テ ィ」(bhakti)の 思 想 が 展 開 した

中世 以 降,ヒ ソ ドゥー教 は大 き く変 化 した。 火 の 放 棄 か ら導 きだ され そ うな,世 捨 て

人 の特 徴 は 今 で も残 って い るが,火 の放 棄 そ の もの の 宗教 的 意 味 は 失 わ れ て しま った

よ うで あ る。

わ た しの フ ィール ド ・ワー ク中 に,火 の放 棄 に つ い て 述べ たパ ウル は,ひ と りも い

な か った 。 しか し,彼 らは確 か に,門 づ け に よって 食 べ物 を得 てい る し,火 葬 では な

くて土 葬 され る。そ して,特 定 の住 居 を もたず,村 か ら村 へ と放 浪 して い るバ ウル が,

バ ン ク ー ラ県 や メ デ ィニ プー ル県 に は,ま だ少 しい る よ うだ。 しか し,ほ とん どのバ

ウル は,今 日では 村 に 定着 して い る。 バ ウル は もはや 放 浪 の 生 活 を しては い な い が,

バ ウル が定 住 生 活 を 始 め た の は,そ れ ほ ど昔 の こ とでは な さそ うで あ る。 た とえ ぽ,

今 日,も っ と も有 名 なバ ウル で あ る プル ノ ・チ ャ ソ ドロ ・ダ ス(PurnaChandraDas)

は,少 年 時 代,ず っ と放 浪 の生 活 だ った 。 プ ル ノ の母 は,「 あ の村 で1ヵ 月,こ の村

で3週 間,と い うよ うな 生 活 だ った わ た しは,四 人 の子 を,す べ て違 うと ころ で産 ま

ね ぽ な らな か った 」 と証 言 した。 彼 女 は さ らに,「 プル ノは まだ 小 さな こ ど もだ った 。

そ の プル ノが,ど こで もい い,ビ ル ブ ー ム県 の ど こかへ 住 も う,と わ た しに 提 案 し ま

した」 と語 った の で あ る。

イ ン ドで は,一 般 に,人 生 に は 四 つ の 「目的 」 あ るい は 「価 値 」 が あ る とされ て い
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る。 そ れ らは,(1)カ ー ス トの義 務 を は た し,ヒ ン ドゥー教 徒 と して の戒 律 を守 る

「ダル マ」(dhar〃to),(2)富 や権 力 を 追 求 す る 「アル タ」(artha),(3)肉 体 的 な

喜 び を 求 め る 「カ ーマ 」(kama),そ して 解 脱 を 求 め る 「モ ク シ ャ」(〃zoksha)で あ

る 【ZIMMER1951:34-47,151-160】 。 そ して,「 モ クシ ャ」 を 求 め る人 は誰 で も,世 俗

の価 値(「 ダル マ」 「アル タ」 「カ ーマ 」)を 放 棄 し,ま った く違 った生 活 様 式 を 採用 し

なけ れ ば な らな い の であ る。

世 捨 て の行 為 と して の 「門 づ け」 の意 味 は,そ れ が,「 生 計 費 を稼 ぐ」 とい う世 俗

の人 び とに と って の基 本 的 な 務 め を否 定 す る とい う事 実 に 見 い だ され る。 逆 説 的 に,

「俗 人 」 とい う身 分 ゆ え に,完 全 に社 会 構 造 に 依存 してい る世 俗 の人 び とは,独 自の

生 計 費 を 稼 こ うとす るの に 対 し,完 全 に社 会 的 な義 務 や 束 縛 か ら 自由 な 「世 捨 て 人」

は,ま さに 彼 の生 存 のた め に,彼 が拒 絶 した もの に依 存 して い る。 つ ま り,「世 捨 て」

は,「 世 俗 の生 活 」(「構造 」)に 対 して 「反 構 造 」 を構 成 して い る。 この世 俗 の生 活 の

否 定は,世 捨 て の 目的 の 中 心 とな る。 つ ま り,そ れ が,人 を 「モ ク シ ャ」 へ と導 く。

世 俗 の生 活 が 「輪 廻 転 生 」(samsara)の 縮 図 で あ り,「 モ ク シ ャ」 の 究極 の 目的 は,

この輪 廻 か ら解放 され る こ とに あ るの で,世 俗 の生 活 を捨 て 「門 つ げ 」 で生 活 す る こ

とは,「 モ ク シ ャ」 へ の 出発 点 とな るの で あ る。

バ ウルは,明 らか に,「 ダル マ」 と 「ア ル タ」 を 放 棄 して い る。 彼 らが 言 うよ うに,

親 か ら受 け 継 い だ 生業 を や め る こ とは,そ の人 の カ ース トの義 務 の放 棄 を意 味 し,門

づ け の生 活 を す る こ とは,富 の追 求 を放 棄 す る こ とで あ る。 実 際,バ ウル の ライ フ ・

ス タイ ルは,貧 困 生活 とカ ー ス トの義 務 か らの 自由 を強 調 して い る。 しか しなが ら,

バ ウル に と って,「 カ ーマ 」 は,「 世 捨 て」 の もつ 意味 合 い と矛 盾 す る よ うにみxる 。

この こ とと関 連 して述 べ なけ れ ば な らな い こ とは,バ ウル は門 づ け の 生 活 を してい

るが,彼 らは 「禁 欲主 義 者 」 では な い とい うこ とで あ る。 バ ウルは,ヨ ー ガの座 法 や

呼 吸 法 の有 効 性 を 認 め るけ れ ど,伝 統 的 な イ ソ ドの聖 人 の修 行 に よ くで て くる苦 行 や

独 身 主 義 を,「 パ サ パサ した 道 」(sukhnopath)と い って否 定 す る。 そ して,自 分 た

ちの バ ウル の 道 を,「 み ず み ず しい道 」(rosikpath)と 呼 ぶ 。 しか し,バ ウル は 「快

楽 主 義者 」 では な い。 む しろ,「 カ ー マ」 の 危 険性 も十 分 に 認 識 して い る。 バ ウル は,

イ ソ ドで よ く言 わ れ る,「 性 欲 は,感 覚 的 な喜 び の も っ と も強 い形 で あ り,人 が 性 的

充 足 の必 要 性 を感 じた と き,ほ か の す べ て の欲 望 に 対 す る 自制 が 失 わ れ る」 とい う意

見 に同 意 す る。 だ か ら こそ,バ ウルは,「 ブ ラ ーマ チ ャル ヤ」(brah〃tacarya)の 訓練

を,た い へ ん 重 要 視 す るの で あ る。 「ブ ラ ー マ チ ャル ヤ」 とは,こ こ では,バ ウル の

用 法 に した が って,「 性 的 エ ネ ル ギ ー の 制 御 」 あ るい は 「精 液 の保 留 」 の こ とを さ
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す11)。そ れ で は,「 み ず み ず しい道 」 の信 奉 者 で あ る バ ウル に よ って 実 践 され て い る

「ブ ラー マ チ ャル ヤ 」 の訓 練 とは,ど の よ うな方 法 とテ ク ニ ックな のだ ろ うか。

7性 的エネルギ ーの制御

ベンガルの ヴ ィシ ュ ヌ派 は,「 カ ー マ」(ka〃ia)と 「プ レー マ」(prema)と を,は

っ き りと区別 してい る。 どち ら も 「愛 」 に 関す る こ とな ので あ るが,彼 らに よれ ぽ,

「カ ー マ」 は 自分 を 満 足 させ た い とい う欲 望 で あ り,「 プ レーマ 」 は ク リシ ュナ を 満

足 させ た い とい う欲 望 だ と され る[DIMOCK1966:162-163]。

バ ウル も また,こ の区 別 を認 め て い る。 しか しそれ は,バ ウル が 「カー マ」 を 否 定

して い る とい う意 味 では な い。 「み ず み ず しい道 」 を選 ん だ バ ウル の プ ラ ーマ チ ャル

ヤ の訓 練 の方 法 は,「 カ ー マ」 を 「プ レー マ」 に 変化 させ る方 法 で あ る。 ま さに,ミ

ル クか らギ ー(精 製 バ タ ー)を 抽 出す る よ うに,パ ウル は,「 カ ー マ」 を 精 製 した も

の が 「プ レーマ 」だ と考 えて い る。 そ して,ミ ル クな しには ギ ーを 作 れ な い よ うに,

「プ レー マ」 は 「カ ー マ」 の存 在 な しには 得 る こ とが で きな い,と 思 って い る よ うで

あ る。 「人 は 性 欲 に支 配 され て い る」 とい うこ とを,バ ウ ルは 認 め て い る。 しか し,

彼 らは,「 カ ー マ」 が,そ れ が 最 終 だ とみ な され た と き に,た いへ ん危 険 な も の とな

る,と も思 っ てい る よ うだ 。 真 理 は,「 カ ーマ 」 は始 ま りな のだ 。 「カ ーマ 」す な わ ち

「性欲 」 は,「 プ レーマ 」 す な わ ち 「愛 」 に 変 質 され な けれ ぽ な らな い の で あ る。

バ ウル の ブ ラーマ チ ャル ヤ の訓 練 の 方法 は,イ ン ド古 来 か らの観 念 に 基 づ い て い る

よ うで あ る。 イ ソ ドで は,精 液 は 簡 単 に は製 造 され な い の だ と信 じられ て きた 。一 滴

の 精 液 を 製 造 す る の に,40滴 の 血 液 と40日 の 時 間 が 必 要 と 言 わ れ て い る

【CARsT楓s1961:83】 。 バ ウル は,「 精 液 は 保 有 され ね ぽ な らな い。 な ぜ な ら,精 液 の

む だ つ か いは,精 神 的 な パ ワーの 損 失 に つ なが る」 と主 張 す る。 彼 らは さ らに,「 射

精 は この世 の苦 しみ の 源 で あ り,そ れ は 人 の 死 と同 じ意 味 を もつ」 と信 じて い る。 な

ぜ な ら,そ れ は,「 子孫 を つ くる こ と」 を もた ら し,彼 を 「生 と死 と再 生 の 鎖 」 へ と

導 くか らだ 。 この こ とは,バ ウル に とって は,人 を現 象 世 界 と 「輪 廻 」 に束 縛 す る こ

11)一 般的な用法では,イ ソ ドのバ ラモソ教徒が生涯の うちに経過すべ きものとしてバ ラモン

法典が規定す る四つの 「住期」(asrama)の,最 初の 「学生期」(brahmacarya)を さす。 こ

れに よると,バ ラモ ソ教徒す なわ ちシ ュー ドラを除 く上位 の ヴァルナ(バ ラモン,ク シャ ト

リヤ,ヴ ァイシ ャ)は,(1)師 の もとで ヴェーダ聖典を学習す る 「学生期 」,(2)家 にあ

って子を も うけ るとともに家庭 内の祭式を主宰す る 「家住期」,(3)森 に隠棲 して修行す る

「林棲期」,(4)一 定 の住所 をもたず乞食(こ つ じき)遊 行す る 「遊行期」 の4段 階を順次

に経 る もの とされ,各 段 階に厳格な義 務が定め られてい る。「学生期」 には,肉 体的快楽 の

みならずあ らゆる世俗的な快楽か らの 自制が要求 され る。
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とを 意 味す る。 伝 統 的 な ヒ ン ドゥー教 で は,「 モ ク シ ャ」(解 脱)の 究 極 的 な 目的 は,

この 滅 亡 を免 れ え ない 日常経 験 の雑 然 た る俗 世 界 か ら脱 して 自由 に な る こ とで あ り,

「輪 廻 」 か ら解 放 され る こ とであ る。 もち ろ んバ ウルは,ヒ ン ドゥー教 の 聖者 が しぼ

しば 好 む,抽 象 的 な哲 学概 念 の議 論 に は 深 入 りしな い。 しか し,バ ウルは,射 精 を し

ない こ とに よっ て 「モ ク シ ャ」 へ の道 を 察知 し,そ の こ とが,バ ウル の道 の ゴ ール に

到 達 す る 「か ぎ」 だ,と 信 じて い る よ うで あ る。 この こ とは,わ た しが 採 集 した歌 に

見 い だ され る。

爺ち ゃんが婆 ちゃんのひざの上 で死んだ 日に

ち ょうどその 日に父ちゃんが生 まれた

おい らが16に なった 日に

ち ょうどその 日に母 ちゃんが生 まれた

ち ょい と頭 をひね ってみな

ち ょうどその 日に母ち ゃんが生 まれた ことを

額か ら一滴,あ ふれ る川に したた り落 ちた

ち ょうどその 日に漁 師が川 に

マーヤの網でわなを仕掛 けた12)

バ ウル の歌(バ ウル ・ガ ン)に は ,し ぼ しぼ,「 暗 号 の よ うな表 現 」 が使 わ れ る。

このた め,バ ウル の歌 は,部 外者 には 意 味 不 明 な こ とが 多 い 。 そ の 反面,部 内者 に は

「なぞ 」 を 解 くよ うな お も しろ さが あ る と言 われ て い る13)0こ の歌 も,象 徴 的 な こ と

ぼ や 隠 され た意 味 に満 ちて い る。

チ ャ ラカ ・サ ン ヒタ ー(Caraka-samhita)な どイ ソ ドの 古 典 医 学 書 で は,生 命 の誕

生 は,「 精 液」 と 「月経 血 」の結 合 の結 果 で あ る と され て い る14)。 そ して,精 液 は 「額 」

に貯 蔵 され て い る と信 じられ て い る。 「額 か ら一・滴,し た た り落 ち た」 は,「 射 精 」 を

意 味 す る。 女 性生 殖 器 の 「ちつ 」 は,し ぼ しば 「川 」 に た と え られ る。 「あ ふ れ る川 」

は 「月経 中 の ちつ 」 と解 釈 で きる。 「爺 ち ゃ んが 死 ん だ 日」 は 「祖 父 が 射 精 した 日」

と解 釈 で き る。 「お い らが16に な った 日」 は,「 父 が16に な った 日」 と解 釈 で き る。 な

ぜ な ら,「 わ た し」 は,父 の精 液 のお か げ で生 まれ,父 の精 液 は父 が 生 まれ て 以 来,

12)作 者 不 明。 歌 手 は,SanatanDasBaul。1987年12月27日,シ ャ ソテ ィニ ケ タ ンに て録 音 。

13)ベ ンガ ル文 学 に お け る 「暗 号 の よ うな表 現 」 につ いて は,ダ ス グー プ タ 【DASGUPTA,S.

B.1969:413-424】 を,ま た タ ン トラ文 献 の それ に つ い て は バ ハ ラ テ ィ 【BHARATI1961:

261-270】 を 見 よ。

14)た とえ ば,ダ ス グー プ タ 【DAsGupTA,S.N.1988:302-312】 を 見 よ。
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彼 の額 に貯 蔵 され て い た か らであ る。「ち ょ うどそ の 日に母 ち ゃん が生 まれ た 」は,「母

に 初潮 が始 ま り,子 を産 め る年 齢 の 女性 に な った 日」 と解 釈 で き る。 した が っ て,「 ち

ょ うどそ の 日に 母 ち ゃん が 生 まれ た 」 は,「 そ の 日に母 が 妊 娠 した 」 つ ま り 「わ た し

もまた そ の 日に生 まれ た 」 と解 釈 で き る。 「マ ーヤ」 はふ つ う 「幻」 「幻 力 」 な ど と訳

され る。 ベ ー ダ ソタ哲 学 で は,現 象 世 界 は,真 の実 在 に対 して単 な る幻 に す ぎ な い と

され る。 い ずれ にせ よ,こ の世 の うつ ろ い やす さを示 す 概 念 で あ り,人 を現 象世 界 と

「輪 廻」 に束 縛 す る力 と考 え られ た 。

バ ウル は さ らに,男 性 は,本 質 的 に パ ワー の損 失 を 被 りやす い,と 考 え て い る よ う

で あ る。 彼 らに よれ ば,精 液 はつ ね に,小 便 や 汗 な どの 分泌 物 と して体 外 に に じみ で

てい る と され る。 そ の 反 対 に,子 を 産 め る年 齢 に あ る女 性 は,無 尽 蔵 の パ ワー(シ ャ

クテ ィ)の 持 ち主 だ と され る。 本 質 的 に パ ワー の損 失 を 被 りやす い 「男 性 」 は,無 尽

蔵 のパ ワー の持 ち主 であ る 「女性 」 か ら,パ ワー の補 充 を 受 けね ば な らな い 。 そ の た

め には,「 性 交 儀 礼 」 が 必 要 で あ る。 しか し,性 交儀 礼 で 男性 が射 精 を して し ま った

ら,本 来 の 目的 が そ こ なわ れ て しま う。 そ こで,「 性 的 エ ネ ル ギ ー の制 御 」 や 「精 液

の保 留 」 を 意 味 す る,「 ブ ラ ーマ チ ャル ヤ 」 の訓 練 が 必要 とな る。 つ ま り,ヨ ーガ の

座 法 や 呼 吸 法 に よっ て,「 射 精 を と もなわ な い性 交 儀 礼 」(「サ ドゥナ」)を 首 尾 よ く実

行 す るた め に,み ず か らを鍛 え なけ れ ぽ な らな いの で あ る。多 くの男 性 バ ウル は,「 わ

た しに は シ ャ クテ ィが 必 要 で す 。 しか し,ブ ラ ーマ チ ャル ヤな く して,シ ャク テ ィを

くみ上 げ る こ とは で きな い」 と証 言 した 。 また,あ るバ ウル は,「 も しひ と りの 男性

が,彼 の 精 液 を無 傷 の平 穏 な 状態 で体 内 に 保 有 す る な ら,彼 はす べ て の標 準 の 男 よ り,

抵 抗 力 や 持 続 力 に お い て,精 神 的 に も肉体 的 に も勝 る で あ ろ う。彼 の パ ワーは 増 大 す

る。 彼 の ペ ニ スは,ラ ィ オ ソの ご と き もの とな る」 と述 べ た 。 しか し,こ の 「サ ドゥ

ナ」 を 実 践 す るの は,た いへ ん難 しい もの とされ て い る。 だ か ら,パ ウルは,弟 子 を

導 く グル の 重 要 性,と くに トレーナ ーの役 割 を 果 た す 「シ ッカ ・グル」 の重 要 性 を 力

説 す る ので あ る。

わ た しは,フ ィ ール ド ・ワー ク中 に,「 バ ウル とい うの は 男 で あ り,ま た 同 時 に 女

で あ る」 とい うこ とを,し ぽ しぼ 聞 か され た 。 この な ぞ め いた 定 義 は,彼 らの ブ ラー

マチ ャル ヤ の訓 練 の別 の側 面 を示 して い る
。 つ ま り,も し男 が 女 に な った ら,お そ ら

く彼 は,女 性 の 肉体 を欲 しい もの とは 思わ な くな るだ ろ う,と い うこ とで あ る。

さ きに 述 べ た よ うに,バ ウル とい う語 は,「 神 に 恋 を して狂 気 とな った 男 の,あ る

種 の心 理 状 態 」 を 暗示 して い る。 パ ウル の神 に対 す る理 想 的 な宗 教 的 態 度 は,牛 飼 い

女 の ゴ ピー の ク リシ ュナ に対 す るそ れ の よ うな もの と考 え られ て い る。 この宗 教 的 態
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度 を,ベンガル の ヴ ィシ ュ ヌ派 は,「 ゴ ピ ー ・バ ー ヴ ァ」(Gopi-bhava)と 呼 ん で い

る 【DIMocK1968:43-49]。 ・ミウル は これ を,文 字 どお りに解 釈 して い る よ うで あ る。

バ ウル は,ク リシ ュナ に みず か らを さ さげ るた め に,家 庭 や 家 族,体 面 や体 裁,そ れ

に 社会 的 地 位 な ど,す べ てを 捨 て て しま った ゴ ピーを 見習 ってい るの だ 。バ ウル も世

俗 の世 界 を捨 てて しま った。 彼 は,今 や,ゴ ピーだ 。 ゴ ピー に とって,ク リシ ュナが

この 宇宙 で唯 一 の 男性 だ った,と い う意 味 で,彼 は 神 に対 して女 性 な の だ。 彼 は,彼

自身 の こ とを,そ う思 わ な け れ ぽ な らな い の で あ る 。 「ゴ ピー ・バ ー ヴ ァ」 は,性 関

係 に お い て,彼 の 男 性原 理 を無 効 にす る。 バ ウルが 神 に対 して女 性 に な った とき,彼

は 浄化 され る。そ して,「 カー マ」 な しに 「性交 儀 礼 」 に入 る こ とが で きる。「カ ーマ」

は もはや 存 在 しな い 。パ ウ ルは,彼 自身 を満 足 させ るた め に女 性 を 望 む こ とは で きな

い 。 なぜ な ら,彼 は もは や 男性 で は な い か らだ 。 つ ま り,「 カ ーマ 」 か ら 「プ レーマ」

へ の変 化 は,「 男性 」 か ら 「女 性 」 へ の変 化 な の で あ る。

8「 つ ぎは ぎ ジ ャケ ッ ト」 と 「ふ ん ど し」

議論 の最 終 部 分 に 入 る前 に,ち ょっ と寄 り道 を しよ う。 わ た しは,ベ ンガ ル のバ ウ

ル は,「 パ ウル の道 」 を 歩 む 人 た ち だ と述 べ た。 パ ウルは,み ず か らバ ウル と名 の り,

・ミウル の衣 装 を着 て,歌 を うた い なが ら,一 軒 一 軒 門 づ け を して生 活 して い る。 そ し

て,バ ウル の衣 装 は,バ ウルを,ほ か の ベ ンガル 人 か ら区別 して,は っ き りと 目だつ

存 在 に して い る。 それ な らば,バ ウル の衣 装 は,門 づ け の生 活 に始 ま り神 との合 一 に

至 る とい う 「バ ウル の道 」 を象 徴 して い るは ず で あ る。 こ こで は,バ ウル の衣 装 の多

数 の品 目 の 中 か ら二 点 を しぼ っ て,手 短 に述 べ た い。 最 初 の 品 目は,「 グ ド ゥ リ」

(guduri)と 呼 ば れ る 「つ ぎ は ぎ ジ ャケ ッ ト」 で あ る。 わ た しは ジ ャ ケ ッ トと言 った

が,こ れ は ジ ャケ ッ トで あ る必 要 は な い。 ベス トで あ って も コー トで あ って もよ いの

だ 。要 す る に,「 パ ッチ ワー クの上 着 」 であ れ ぽ,「 グ ドゥ リ」 であ る。 第2点 目は,

「ドル ・コ ウ ピ ソ」(dor-kaupin)と 呼 ぼ れ る 「ふ ん ど し」 で あ る。

バ ウル は,彼 らの衣 装 につ い て 決 ま ったル ール を も って い るわ け で は な い。しか し,

彼 らの 間 で は,「 バ ウル の衣 装 」 につ い て暗 黙 の了 解 が あ る よ うで あ る。 ひ と 口で 言

うと,そ れ は,ヒ ン ドゥー教 の聖 者 「サ ドゥー」(sadhu)が 着 て い る よ うな 衣 装 を

着 る,と い うこ とで あ る。あ るバ ウルが,自 分 の衣 装 につ いて 次 の よ うに述 べ た 。「わ

た した ち は,バ ウル の道 を歩 ん で い ます。 わ た した ち は こ じき です 。 門 づけ を して い

る と きに,わ た しが シ ャ ツを着 て,ズ ボ ソと靴 を は い て,時 計 を は め て い る姿 を 想 像
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して ご らん な さい。 い った い,だ れ が わ た しに喜 捨 を し ます か 。 だ れ ひ と りと して す

るはず が な い 。 わ た した ちは,門 づ け をす るた め に,サ ドゥー の よ うな 衣 装 を身 につ

け な けれ ぽ な らな い こ とを知 って い ます。 サ ドゥーは,食 べ 物 を門 づ け で 得 ます 。 私

た ち もそ うです 。 村 に近 づ くわ た しの 姿 を見 て,村 人 は,あ そ こにサ ドゥーが や って

くる,あ そ こに バ ウル がや っ て くる,と 思 うで し ょ う。村 人 は喜 ん で,わ た しに何 が

しか の もの を与 え るで し ょう。 そ して わ た し も,喜 ん でそ れ を 受け 取 る で し ょ う」。

バ ウル と世 俗 の ヒ ン ドゥー教 徒 との 間 の社 会 的経 済 的 相 互 関 係 は,入 り組 ん だ 相互

の交 換 の シス テ ム に よ って成 り立 って い る。 バ ウル の ラ イ フ ・ス タイ ルは,彼 らの世

捨 て の身 分 と物 質 的 な 俗世 界 か らの分 離 を 象 徴 して い る。 こ の こ とは,バ ウルが,世

俗 の ヒ ン ドゥー教 徒 に経 済 的 に 依存 して い る とい う こ との意 思 表示 で あ る。 世 俗 の ヒ

ン ドゥー教 徒 は,世 捨 て人 に 「寄 付 」(dana)や 「喜 捨 」(bhikha)を す る こ とに よ

り,世 捨 て 人 に 最低 限 の 「生 き延 び」 を保 証 す る こ とに な る。 そ れ は,世 俗 の ヒ ソ ド

ゥー教 徒 に と って は,「 世 帯 主 と して の義 務 」(svadhar〃ia)と 考 え られ て い る。 そ し

て,お 金 や 食 べ 物 を 与 え た 返 礼 と し て,世 帯 主 は 世 捨 て 人 か ら 「宗 教 的 利 益 」

(punya)を 受 け 取 る と信 じ られ てい る。

「つ ぎ は ぎ ジ ャケ ッ ト」 の 「グ ドゥ リ」 は,バ ウル の 門 づ け の生 活 の シ ンボ ル と し

て抜 群 で あ る。 これ は,わ た しが知 るか ぎ り,ベ ンガル のパ ウルに 特有 の もので あ る。

年 配 の バ ウル に よれ ば,バ ウル は これ を 自分 で作 って い た よ うだ。 バ ソ クー ラ県 に住

むS.D,パ ウル は,次 の よ うに 語 った 。 「つ ぎは ぎ ジ ャ ケ ッ トの こ とだ か ら,グ ドゥ

リー 着 に,ひ と抱 え もの 端 ぎれ が必 要 だ 。 わ た しが それ を作 ろ うと思 った とぎは い つ

も,グ ドゥ リを 作 る ので 端 ぎれ が ほ しい と,わ ざわ ざ村 人 に頼 まな けれ ば な ら なか っ

た。 そ う しな け れ ば,村 人 か ら端 ぎれ を集 め るの は,ほ とん ど不 可 能 だ。 必 要 な材 料

を集 め るの に,何 日 も何 日 もか か った。 うま く集 め られ な い ときな ど,火 葬 場 周 辺 に

も探 しに行 った 。 あ の あた りには,死 体 を包 んだ あ と捨 て られた 布 切 れ が,と き ど き

転 が ってい るか らね。 いず れ に せ よ,わ た しの 新 しい グ ドゥ リを見 て,わ た しが,そ

れ は 多 くの人 び との 親切yrよ っ て実 現 した こ とを 知 る よ うに,村 人 ひ と りひ と りは,

見 覚 えの あ る端 ぎれ を 見 て,わ た しの グ ド ゥ リに,何 が しか の寄 与 を した こ とを発 見

す るだ ろ う」。

バ ウル は,基 本 的 に,村 人 の余 剰 物 資 に支 え られ てい る。端 ぎれ は,村 人 に とって,

さ しあた り必要 の な い余 剰物 資 の典 型 であ る。 それ らは,ふ だ ん は箱 の 中に し まい こ

まれ て い る もの だ。一 握 りの 米 は,確 か に バ ウル の命 を救 う。 しか し,一 握 りの米 で,

バ ウル の空 腹 を 満 たす こ とは で きな い。 同 じよ うに,一 片 の端 ぎれ で,グ ドゥ リー 着
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を 作 る こ と は で き な い 。 「門 づ け 」 の こ と を,ベ ン ガ ル 語 で 「マ ド ゥ カ リ」

(madhukari)と い うが,ベンガル 語 の 辞 書 は,「 蜂 が 花 か ら花 へ と密 を集 め て 回 る よ

うに,一 軒一 軒,施 しを請 い歩 くこ と」 とい う,た いへ ん 美 しい語 義 を 与 え て い る。

グ ドゥ リは,一 軒 一 軒 少 しず つ 物 ごいを して 歩 く 「門づ け 」 とい う行 為 の シン ボ ル で

あ り,グ ドゥ リに縫 い込 まれ た 一 片一 片 の 端 ぎれ は,バ ウル と村 人 との 「きず な」 を

確 認 す る シン ボル とな って い るの で あ る。

「ふ ん ど し」 を意 味 す る 「ドル ・コ ウ ピ ン」 は合 成 語 で あ る。 「コ ウ ピン 」 は、 ふ

と も もの間 に 回 され る細 い帯 状 の布 で,「 ドル」 は,腰 の 周 りに 回 して 結 ば れ る紐 で,

「コ ウ ピ ソ」 を 正 しい位 置 に固 定 す る。ドル・コウピン は,ヨ ー ガの修 行 を す る男 性

に は便 利 な もの で,イン ドで は,ヨ ギ ーや サ ドゥーに 広 く着 用 され て い る。なぜ な ら,

そ の基 本 的 機 能 は,男 性 性 器 を 支 え る こ とにあ るか らで あ る。 した が って,そ れ は,

ヨギ ニー,つ ま り女 性 の ヨー ガ修 行者 に は不 必 要 な もの で,も っぱ ら男性 用 のみ で あ

る。

さ きに,ベンガル のバ ウル派 には,ふ た つ の 基 本的 な通 過 儀 礼 が存 在 す る と述 べ た。

そ れ らは,「 バ ウル派 へ の入 門式 」 あ るい は 「特 定 の グル へ の 入 門 式 」 で あ る 「デ ィ

ッカ」 と,「 世 捨 て人 の身 分 へ の 入 門式 」 であ る 「ベ ッ ク」 で あ る。 「ベ ック」 の とき

に,バ ウル は グル よ り,新 しい 「こつ じ きの鉢 」 と 「ドル・コウピン 」 を 受 け取 る。

そ して,彼 は,こ の とき初 め て 「ドル・コウピン 」 の 着 用 を許 され,ほ か の バ ウルか

ら 「ドル・コンピン を着 用 した バ ウル」(dor-kaupinbaul)と 呼 ぼれ る よ うに な る。

女 性 の バ ウル で あ る 「バ ウ リニ」(baulini)も,「 ベ ック」 を 受 け る こ とが で き る。

しか し,バ ウ リニ の場 合,当 然 の こ とで あ るが,「ドル・コウピン 」授 与 の セ レモ ニー

は省 略 され る。

ベ ンガル の世 捨 て人 は バ ウル だ け では な い。 また,世 捨 て 人 の身 分 へ の通過 儀 礼 で

あ る 「ベ ック」 が存 在 す るの も,バ ウル派 だ け で は な い。 た とえ ば,ベンガル の ヴ ィ

シ ュ ヌ派 の男 性 の世 捨 て人 「ヴ ァイ ラギ」(vairagi)も 「ベ ッ ク」 を受 け る。 そ して

や は り,新 しい 「こつ じきの 鉢 」 と 「ドル ・コ ウ ピ ン」 を 受 け 取 る。 そ して この 「ベ

ック」 の あ と,彼 らは 「こつ じ きの鉢 の所 有 者 」(bhek-dhari)と 呼 ぼ れ る よ うに な

る。 ヴ ィシ ュ ヌ派 の女 性 の世 捨 て 人 「ヴ ァイ ラ ギ ニ」(vairagini)も 「ベ ッ ク」 を受

け る こ とが で き る。 しか し,や は り当然 の こ とな が ら,ヴ ァイ ラギ ニは 「ドル ・コ ウ

ピソ」 を受 け 取 らな い[KENNEDY1925:162-166]。

この よ うに,パ ウル も ヴ ァイ ラギ も,「 ベ ッ ク」 の と きに 同 じ もの を 受 け 取 るの に,

通過 儀 礼 の違 った 側面 が 強 調 され て い る。 つ ま り,バ ウルが 「ドル・コンピン を 着 用
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した バ ウル」 と呼 ばれ る よ うに な る のに 対 し,ヴ ァイ ラギ は 「こつ じき の鉢 の所 有者 」

と呼 ぼ れ る よ うにな るの で あ る。 これ は い った い ど うい うこ となの で あ ろ うか。

ベンガルの ヴ ィシ ュ ヌ派 の 場 合,「 ベ ッ ク」 は,実 質 的 に,世 捨 て人 の身 分 へ の入

門式 で あ る。 ヴ ァイ ラ ギは,「 ベ ッ ク」 を受 け た後 に,実 際 に 門づ け で生 活 す る よ う

に な るの で あ る。 した が って,世 捨 て の行 為 と して の 「門 づけ 」 を 象 徴 す る 「こつ じ

きの鉢 」 が,通 過 儀 礼 で 強調 され る ので あ る。 しか し,パ ウル の場 合,そ もそ もの は

じめか ら,門 づ け で生 活 して いた 。 彼 らが 主 張 す る よ うに,「 バ ウル の道 」 の第 一 歩

で は,親 か ら受 け継 いだ 生 業 を や め,カ ース トの義 務 を 放 棄 し,門 づ け で 生 活 しな け

れ ば な らな い の で あ る。 バ ウル に とっ て,「 ベ ック」 で 受 け取 る 「こつ じ きの鉢 」 は

形式 的 な もの で あ る。 そ れ は,門 づ け の生 活 を,こ れ ま で どお り続 け る とい う確認 に

す ぎな い 。 パ ウル に と って は,「 ベ ック」 で 受 け 取 る 「ドル ・コ ウ ピ ン」 の ほ うが,

よ り重 要 な の で あ る。 だか ら こそ,そ の こ とが 通過 儀 礼 で強 調 され て い る の であ る。

「デ ィ ッカ」 を 受 け て特 定 の グル に 入 門 し,宗 教 的 トレー ニ ングで あ る 「シ ッカ」 を

十 分 に 受 け,宗 教 的 に 上 級 段 階 に 達 した バ ウル の 「あ か し」 と して,「 ドル ・コ ウ ピ

ソ」 の着 用 を許 され るの で あ る。

そ の 基 本 的 な 機 能 に よ って,「ドル・コウピン 」 は,男 性 原 理 の シ ン ボル で あ る こ

とは 明 らか で あ る。 さ らに,宗 教 的 に上 級 段 階 に達 した 男性 バ ウル に の み 「ドル ・コ

ウ ピソ」 の着 用 を許 され るの で あ るか ら,そ れ は,ヨ ー ガの修 行 に よ って 「性 的 エ ネ

ル ギ ーの 制御 」 と 「精 液 の保 留 」 を 意 味 す る,バ ウ ルの 「ブ ラー マチ ャル ヤ 」 の訓 練

を成 就 した 男性 バ ウル の シ ソボ ル で もあ るわ け で あ る。

さ きに 述 べ た よ うに,バ ウル の ブ ラーマ チ ャル ヤ の訓 練 の方 法 の ユ ニ ー クな 点 は,

「女 に な る」 とい うこ とで あ る。 それ で は,男 性 と女 性 とで は,何 が 根 本 的 に違 う と

考 え られ て い るの で あ ろ うか 。 これ は,ベ ンガル だ け で な く,広 くイ ソ ド中 で 一般 に

信 じられ て い る こ とで あ るが,男 性 と して の人 間 の 肉体 は,「 精 液 」 を作 り出 す能 力

とい う点 で,女 性 とは 区別 され る。 同様 に,女 性 と して の人 間 の 肉 体 は,「 月経 血 」

を 作 り出す 能 力 とい う点 で,男 性 と区 別 され る。 これ が,根 本 的 な 違 い で あ る[IN-

DENandNICHOLAS1977:521。

わ た しは,フ ィ ール ド ・ワー ク中 に,「 バ ウルは 男 で あ り,同 時 に 女 で あ る。 パ ウ

ル の女 性 性 の た め に,ド ル ・コ ウ ピンが 必要 で あ る」 と,な ん ど も聞か され た 。 「ド

ル ・コ ウ ピ ン」 は,バ ウル の 男性 性 器 を支 え る ため だ け で な く,彼 の 「女 性 性 」 を シ

ソボ ライ ズす るた め に も使 用 され て い るの だ 。 つ ま り,「ドル・コウピン 」 は,バ ウ

ル の宗 教 的態 度 「ゴ ピー ・バ ー ヴ ァ」 の シ ソボ ル な ので あ る。 ゴ ピーが ク リシ ュナを
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愛 す る よ うに,パ ウル は狂 った よ うに神 を愛 す る の であ る。 「ドル ・コ ウ ピ ン」 を着

用 す る こ とに よって,彼 の ブ ラ ー マチ ャル ヤは 安 定 し,揺 る ぎの な い もの とな って い

る。 彼 は,も は や 「射 精 」 を しな い。 同 時 に,「 ドル ・コ ウ ピン 」 を 着 用 す る こ とに

よ って,彼 は 女 に な った。 彼 は,今 や ゴ ピーだ 。 彼 は,も は や 「射 精 」 が で きな い。

結 果 と して,彼 は,象 徴 的 に 「月経 血 」 を流 す 。「ドル ・コ ウ ピン 」 は,彼 の 「月経

帯 」 な の で あ る。

「女 に な る」 とい うこ とは,バ ウル の ブ ラー マチ ャル ヤ の訓 練 の 方法 や テ クニ ック

だ け で な く,バ ウル の神 に対 す る宗教 的 態 度 や,バ ウル のサ ドゥナ の重 大 な側 面 を暗

示 して い る。 サ ドゥナの 実 践 を 通 じて,バ ウル は神 と合 一 し,「 サ ハ ジ ャ」 を 実 感 す

る。 サ ハ ジ ャを実 感 す る とは,バ ウル が 「心 の人 」 と呼ぶ 神 と結 ば れ,至 福 の 喜 び を

経 験 す る こ とだ 。 これ は,「 バ ウル の道 」 の ゴール であ る。 そ の究 極 の 目的 を 達 成 す

る た め に,バ ウル は女 に な ら なけ れ ば な ら ない 。 な ぜ な ら,「 心 の 人 」 は,こ の 世 で

唯 一 の 「男性 」 とみ な され て い るか らで あ る。

それ で は,バ ウルが 「心 の人 」(〃goner〃zanush)と 呼 ぶ神 は,い った い どの よ うな

神 なの で あ ろ うか 。 そ して,バ ウル と 「心 の人 」 との 関 係 は,ど の よ うに考 え られ て

い る のだ ろ うか。

9心 の 人

バ ウル に と って,「 心 の 人 」 とは,個 々 の人 間 の 肉体 に 住 む ,個 人 の神(personal

god)で あ る。 そ れ な らば,人 間 は,こ の 個 人 の神 と,個 人 的 な関 係 を もつ こ とが で

き るこ とに な る。 とな る と,神 の パ ー ソナ リテ ィー と人 間 の パ ー ソナ リテ ィーに は,

実 質 な違 い が な い とい うこ とに な る。 これ は,わ れ わ れ 人 間 の パ ー ソナ リテ ィー であ

る 「自己 」(theself)と,「 真 の 自己」(thetrueself)と して わ れわ れ の 肉体 に住 む 神

のeソ ナ リテ ィ ー との 愛 で あ る。 愛 され るの は,わ れ わ れ の 肉体 に住 む 「心 の人 」

で あ り,愛 す るの は,ま ちが って この神 の パ ー ソナ リテ ィー とは違 う とみ な され て い

る人 間 のパ ー ソナ リテ ィーで あ る。 つ ま り,バ ウル のサ ドゥナ は,「 自己 開発 」(セ ル

フ ・リァ リゼ ー シ ョソ)の 手 段 で あ る。

バ ウル のサ ドゥナ の も うひ とつ の側 面 は,ひ と組 み の男 女 に よ って営 まれ る,と い

うこ とであ る。 パ ウルは,人 間 の 肉体 は,宇 宙 の縮 図で あ る と考 え て い る。 また,和

合 は この宇 宙 を 統 治す る原 理 で あ り,宇 宙 の和 合 は,男 女 の 和 合 に よって 象徴 され る

と考 え て い る。 バ ウル のサ ドゥナ の 目的 は,人 間 に本 来 的 に そ なわ っ てい る宇 宙 の究
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極 原 理 を実 感 す る こ とで あ り,そ れ は,男 女 の 至福 の結 合 に よって 得 られ る とされ る。

セ ク シ ャ リテ ィーの 神秘 が,バ ウル の神 格 を 明 らか に す る。バ ウル に よれ ば,神 は,

最 初 ひ と りぽ っちだ った の で,感 覚 的 な 喜 び を味 わ うこ とが で きなか った 。 そ して,

彼 は 寂 しい 思 い を して い た 。 そ こで,彼 は,自 分 自身 を 半 分 に分 割 した。 一 方 に 「女

性 」 の 姿 を創 造 し,他 方 に は,自 分 の 「男 性 」 性 を残 した 。 彼 女 の存 在 の おか げ で,

彼 は,性 的 結合 に関 す る も っ と も甘 美 な感 情 を 味 わ う こ とがで きた。 こ こで重 要 な 点

は,神 は,男 女両 性 を含 ん で い る とい うこ とで あ る。

バ ウル に よれ ぽ,人 間 の 男 性 は 「プル シ ャ」(purusha)と 呼 ぼ れ,人 間 の女 性 は

「プ ラ ク リテ ィ」(prakriti)と 呼 ぼ れ る。 しか し,人 間 の 肉体 に住 む神 が,男 性 と女

性 の両 方 の 側 面 か ら成 り立 って い る よ うに,個hの 人 間 も男性 と女 性 を含 ん で い る と

考えられ て い る よ うで あ る。

さき に述 べ た よ うに,男 性 は 精 液 を作 り出す 能 力 に お い て女 性 と区 別 され,女 性 は

月経 血 を作 り出す 能 力 に お い て男 性 と違 うとされ る。 男 性 の身 体 に おけ る 「精 液 」 の

卓 越 の おか げ で,彼 は 男性 で あ る。 男 性 の体 の,目 に 見 え る姿 は男 性 で あ るが,そ こ

に は,い く らか の女 性部 分 が あ る とされ る。 もっ とも,彼 の 中 の女 性 部 分 は 隠 れ て 見

えな い。 同様 に,女 性 の 身体 に おけ る 「月経 血 」 の卓 越 のお か げ で,彼 女 は女 性 で あ

る。 女 性 の体 の主 要 な部 分 は女 性 で あ るが,そ の一 部 は 男 性 な の で あ る。 ただ し,女

性 の 体 に は,男 性 の姿 は 隠れ て い て見 え な い。 バ ウルは,人 間 とい うの は,そ の 肉 体

の 「性 」 が,一 方,ま た は別 の一 方 の側 面 の優 位 性 に よって 決 定 され る 「バ イ セ ク シ

ュアル 」 な 生物,と 考 えて い る よ うで あ る。

バ ウル に よれ ぽ,男 性 の身 体 で は,精 液 は,「 額 」 に 貯 蔵 され て い る。 また,月 経

血 は,せ きつ い の最 下 部 に あ る 「ム ー ラー ダ ー ラ ・チ ャ クラ」 で,と ぐろ を巻 い て眠

って い る蛇 の 形 の 「ク ンダ リニ ー」 と して存 在 す る。 女性 の身 体 で は,精 液 は,あ い

まい に頭 の 中 の ど こか に あ る と され て い る。

さ らに,バ ウル は,人 間 の もつ ふ た つ の相,「 ル ー プ」(rupa)と 「ス ヴ ァ ・ル ー

プ」(sva-rupa)に つ い て述 べ て い る。 「ル ー プ」 とい うの は,人 間 の 男 と女 の 目に見

え る姿 であ り,「 自己」 と同 義語 で あ る。 「ス ヴ ァ ・ル ー プ」 とい うのは,人 間 の 肉体

に 住 む 神 で あ り,目 に 見 え な い 「真 の 自己 」 と同 義 語 であ る。 神 は,「 自己」 に対 し

て 「真 の 自己 」 で あ り,「 ル ー プ」 に対 して 「ス ヴ ァ ・ル ー プ 」 で あ る。 しか しパ ウ

ルは,神 も人 間 も両 性 を 有 す る と考 え てい る。 この こ とは,人 間 の理 解 の範 囲 を 超 え

た もの か も しれ な い。 図2は,こ のバ ウル の 「ル ー プ/ス ヴ ァ ・ル ー プ の理 論 」 を 理

解 す る手助 け とな るだ ろ う。
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図2　 バ ウル の ル ー プ/ス ヴ ァ ・ル ー プ理 論

　 さて,「 ル ー プ」 と 「ス ヴ ァ ・ル ー プ」 に 関 連 して,バ ウル の 「心 の 人 」 に つ い て

述 べ よ う。バ ウル に よ る と,「 心 の人 」 は,男 性 女 性 に か かわ らず,個 人 の 「ス ヴ ァ ・

ル ー プ」 で あ る。r心 の 人 」 は,ふ だ ん は,額 の2枚 の花 び らの 「ア ージ ュ ニ ャ ー ・

チ ャ ク ラ」 に い る とされ る。 しか し,1ヶ 月 に3日 間,「 心 の人 」 は,愛 の喜 び を 味

わ うた め に 移動 す る。「心 の人 」は,途 中 の チ ャ クラを通 過 して,4枚 の 花 び らの 「ム ー

ラ ダー ラ ・チ ャ クラ」 へ,ゆ っ く りと下 りて くる とされ る。 この こ とは,た くさん の

「バ ウル ・ガ ン」 に表 現 され て い る。

わた しの二枚の花び らの,は すのお花に住みなさる

　　 　 そ のお方が 「心 の人」 よ

おぬ しは ご存 じない らしい,あ のお方が

　　 　 サハ ジャの人 だ とい うことを
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十六枚 と十枚 の,は すの花びら くぐ り抜け

喜悦 の川辺でゆ らゆらな さる

ひ とつになるには,ま た とない好機

「心 の人」がお引 っ越 し

四枚の花び ら,は すの花

いつものところへいつものよ うに

あのお方がや って くる15)

「心 の人 」 がふ だ ん と どま ってい る,額 の 「ア ー ジ ュニ ャ ー ・チ ャ クラ」 とは,「 精

液 」 が貯 蔵 され て い る と され る場 所 で あ る。 精 液 は男 性 原 理 の象 徴 であ るの で,「 心

の 人」 は,目 に 見 え な い 「真 の 自己 」 の 男性 的 側面(「 プル シ ャ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」)

で あ る。 さ らに,1ヵ 月 に3日 間,「 心 の 人 」 は,せ きつ い の最 下 部 の 「ム ー ラ ダー

ラ ・チ ャ ク ラ」へ と下 りて くる。そ こは,女 性原 理 「シ ャ クテ ィ」の一 形 態 で あ る 「ク

ンダ リニ ー」 が 眠 って い る と ころ で あ る。 「ム ー ラ ダー ラ ・チ ャ クラ」 で の3日 間 が

何 を意 味 す るか と言 え ぽ,も う気 づ かれ た と思 う。そ う,女 性 の 月経 期 間 だ。 ま さ に,

「心 の 人 」 が,「 精 液 」G'象 徴 され,目 に見 え な い 「真 の 自己 」 の 男性 的 側面(「 プル

シ ャ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」)で あ った よ うに,「 月 経 血 」 は,目 に見 えな い 「真 の 自己 」

の女 性 的側 面(「 プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」)だ 。 生命 の誕 生 が 「精 液 」 と 「月

経 血 」 の結 合 の結 果 で あ る よ うに,そ れ は,愛 の 喜 び の 本 質 で あ る。「プル シ ャ ・ス

ヴ ァ ・ル ー プ」 であ る 「心 の人 」 は,「 プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」 と結 合 せ ざ

る を え な い。 つ ま り,「 月 経 血」 は,女 性 の 肉体 に 「心 の人 」 が 現 わ れ,そ こ で 「神

聖 な る愛 の戯 れ 」(Lila)が 始 ま った こ とを示 す サ イ ンで あ る。 バ ウルは,女 性 の 月経

期 間 を,「 好 都 合 な時 期 」(〃zahajog)と 呼 ぶ 。 な ぜ な ら,「 心 の 人 」 が 現 わ れ る の は

この時 期 だ け だ か ら だ。 した が って,バ ウル が 「心 の人 」 と結 ば れ る可 能性 の あ る の

も この時 期 だ け だ。 実 際,バ ウル の もっ とも重 要 な 「サ ドゥナ 」 は,こ の時 期 に行 わ

れ る。 そ して 彼 らは,こ のサ ドゥナ を 「月 に3日 の プ ジ ャ」(〃rasetindinpuja)と 呼

ん で い る。

10神 と 人 間

タ ス ク ー フ タは,ベンガル の サ ハ ジ ー ヤ派 の宗 教 に お け る 「ア ー ロバ」(aropa)

15)作 者 は,Padmalochan。 ウペ ン ドロ ナ ー ト ・バ ッタ チ ャ ル ヤ の 歌 集,歌 番 号556番 よ り

[BFIATTACHARYA,U,1981:946]0

745



国立民族学博物館研究報告20巻4号

の概 念 につ い て 述 べ て い る。 「ア ー ロバ 」 とい うの は,「 神 の属 性 を 人 間 に賦 与 す る こ

と」 であ る。 ダス グー プ タに よ る と,サ ハ ジ ー ヤ派 の サ ドゥナの 究 極 の 目的 を達 成 す

るた め には,ひ と組 み の男 女 の修 習 者 は,ま ず 最 初 に,彼 ら 自身 が ク リシ ュナ と ラダ ー

そ の もので あ る,と 思わ なけ れ ぽ な らな い。 つ ま り,男 性 修 習 者 の 「真 の 自己」 は ク

リシ ュナ であ り,女 性修 習 者 の 「真 の 自己」 は ラ ダ ーで あ る,と 考 え なけ れ ぽ な らな

い の で あ る 【DAsGuPTA,S.B.1969:133-134】 。 バ ウル の宗 教 に も,「 ア ー ロバ」 の概

念 が存 在 す る。 しか し,バ ウルが 述 べ る 「ア ー ロバ 」 は,サ ハ ジ ー ヤ派 の それ よ りも

屈折 した もの の よ うで あ る。 なぜ な ら,バ ウルに と って は,神 も人 間 も,男 性 と女 性

の 両方 の側 面 を も って い るか らで あ る。

バ ウル のサ ドゥナ も,ひ と組 み の 男 女 に よって 営 まれ る。 しか し,バ ウル の サ ドゥ

ナ の 目的 は,「 心 の人 」 と結 ば れ,「 神 聖 な愛 の 戯 れ 」{lila}を 経 験 し,宇 宙 の究 極 原

理 を 実感 す る こ とで あ る。 人 間 の 肉 体 に住 む 「心 の人 」 は,男 性 女 性 に か か わ らず,

「プル シ ャ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」(目 に見xな い 「真 の 自己 」 の 男 性 的 側 面)で あ る。

バ ウル は,こ の きわ め て 心 理 的 な試 み を,「 ル ー プ/ス ヴ ァ ・ノL一プ ・サ ドゥナ」 と

呼 ぶ。 ひ と組 み の 男 女 に よっ て 「ル ー プ ・サ ドゥナ」 を 営 み なが ら,そ れ ぞれ は,あ

た か も彼/彼 女 自身 が,彼/彼 女 の 肉 体 に 住 む 「心 の 人 」,つ ま り 「プ ル シ ャ ・ス ヴ

ァ ・ル ー プ」 と結 ば れ て い る と感 じな けれ ぽ な らな い 。 そ の ため には,そ れ ぞれ は,

彼/彼 女 自身 を,「 プ ラク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」(目 に 見 え な い 「真 の 自己」 の女

性 的側 面)に 変 化 させ な けれ ぽ な らな い。 す べ て の人 間 は,男 性 と女 性 の 両 方 の側 面

を も って い るの で,そ れ は理 論 的 に は 可能 で あ る。 しか し,ど の よ うに して 行 うの で

あ ろ うか 。

女性 の 「バ ウ リニ」 に とっ て,彼 女 自身 を 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」 に変

化 させ る こ とは,そ れ ほ ど難 しい こ とで は な さそ うだ 。 「心 の 人 」 は,「 プル シ ャ ・ス

ヴ ァ ・ル ー プ」 で,そ れ は 「精 液 」 に 象徴 され る。 「プラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」

は 「月 経 血 」 に 象 徴 され る。 パ ウ リニは,今,ま さに 月 経 期 間 中 な ので,「 プ ラ ク リ

テ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」 の シ ンボル で あ る 「月 経 血 」 は,彼 女 の体 に顕 著 に 現 われ て

い る。 彼 女 は,「 ル ー プ ・サ ドゥナ」 のパ ー トナ ーを見 つ め る。 あ た か も彼 が,「 月経

血 」を求 め て彼 女 の 頭 の 中 の どこか か ら下 りて きた 彼 女 自身 の 「心 の 人 」,つ ま り 「プ

ル シ ャ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」 だ と考 え る こ とに よ り,彼 女 自身 を 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ

ァ ・ル ー プ」 に変 化 させ る こ とが 可 能 で あ ろ う。 さ らに,彼 女 は,彼 女 自身 が,彼 女

の 体 の 中 で行 わ れ て い る 「神 聖 な愛 の 戯れ 」 の参 加 者 だ,と 想 像 す る こ とが で き るで

あ ろ う。
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しか し,男 性 の 「バ ウル 」 に と って,彼 自身 を 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」

に 変 化 させ る のは,や っか い な こ とだ と思わ れ る。 彼 の 「ル ー プ」 も 「ス ヴ ァ ・ル ー

プ」 も,男 性 と女 性 の両 方 を 含 ん で い る。 しか し,彼 の 目に 見 え る姿(ル ー プ)は 男

性 だ 。 した が って,彼 の実 体 は,本 質 的 に 「精 液」 であ る。 自然 の法 則 に よ り,彼 の

体 に 「月 経 血」 を見 る こ とは,と にか く物 理 的 に は不 可 能 で あ る。 こ こで,わ た した

ち は,バ ウル の 「女 に な る」 とい う概 念 に直 面 す る。

バ ウルは,サ ド ゥナ の究 極 の 目的 を果 た す た め に,彼 の 「男 性 」 性 を 中和 し,彼 自

身 の 内部 で,彼 の 「男性 」 と 「女 性 」 とのバランス を保 たね ば な らな い。 彼 は,彼 の

「男 性 の凝 縮 」 とつ り合 わせ るた め に,彼 の 「女 性 の 凝縮 」 を よみ が え らさね ぽ な ら

ない 。 自己 の 内 部 に 均 衡 を 保 つ た め,「 完 全 体 」 を作 るた め の相 等 しいふ た つ の 「半

分 」 が 必 要 な の であ る。

「ドル ・コ ウ ピ ン」 の 秘 密 が,こ の 問 題 に 解 決 を与 え る。 ドル ・コ ウ ピン は,ヨ ー

ガ の修 行 に よっ て,「 性 的 エ ネ ル ギ ー の制 御 」 と 「精 液 の保 留 」 を意 味 す る 「ブ ラ ー

マ チ ャル ヤ」 の訓 練 を成 就 した,男 性 バ ウル の シ ソボ ル であ る。 しか し,パ ウル に と

って は,そ れ は,彼 の宗 教 的態 度 「ゴ ピー ・バ ー ヴ ァ」,つ ま り彼 の 「女 性 性 」 の シ

ソボ ル で も あ る。 ドル ・コ ウ ピンは,バ ウ ルの 「月経 帯 」 な のだ 。 そ れ を着 用 す る こ

とに よ って,彼 は,象 徴 的 に 「月経 血 」 を流 す こ とが で き る の で あ る。

「ル ー プ ・サ ドゥナ」 を営 み な が ら,バ ウルは,彼 自身 と彼 のパ ー トナ ー を 同一 視

す る。 彼 女 は,今,ま さに 月 経 期 間 中 で あ るの で,「 月 経 血 」 は 彼 女 の体 に は っ き り

と現 わ れ て い る。 ドル ・コ ウ ピ ンを 着 用 して い る ので,彼 もまた,象 徴 的 に 「月 経 血 」

を 流 して い る。 これ は,結 果 と して,彼 の 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」,つ ま

り彼 の体 で 蛇 の形 で眠 って い る 「ク ソダ リニ ー」 を 目覚 め させ る こ とに な る。 目覚 め

た 「ク ソ ダ リニ ー」を求 め て,「心 の人 」つ ま り「プル シ ャ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」は,「 ア ー

ジ ュニ ャー ・チ ャ ク ラ」 か ら 「ムー ラ ダー ラ ・チ ャ ク ラ」 へ 下 りて くる。 これ は,彼

の体 の 中 で 「神 聖 な愛 の戯 れ 」 が始 まる こ とを 意 味 す る。 彼 は,彼 の パ ー トナ ーを 見

つ め な が ら,あ た か も彼 の 「プ ラ ク リテ ィ ・ス ヴ ァ ・ル ー プ」 が 鏡 に反 射 して い るか

の よ うに感 じる ので あ る。

バ ウル の 「ル ー プ/ス ヴ ァ ・ル ー プ ・サ ドゥナ」 は,結 局,「 自己」 の 「真 の 自己 」

へ の 同化 の過 程 であ る。 「心 の人 」 との愛 の喜 悦 の 中 で,バ ウル は,す べ て の世 俗 的

感 情 を失 う。 そ して,彼 は,「 生 の 中 の 死 」(jyantemara)の 状 態 を経 験 す る と言 わ

れ る。 あ る バ ウル が,「 生 の 中 の 死 」 を 次 の よ うに説 明 した 。 … … 「ル ー プ ・サ ド ゥ

ナ 」 の あ る瞬 間 以後,修 習 者 は男 女 とも,肉 体 的 感 覚 や 欲 望 を 捨 て さ り,「 死体 」 の
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よ うに ふ る まわ ね ば な らな い。そ うす る こ とに よ って,彼 らは真 の 「ス ヴ ァ ・ル ー プ ・

サ ドゥナ 」 に成 功 す るだ ろ う。 小 さ な川 が ガ ンジ ス川 に 合 流 す る とき,小 川 の水 はそ

の実 体 を 失 い,そ れ は ガ ン ジス の水 と同 じもの とな る。 「ル ー プ」(「自己」)が 「ス ヴ

ァ ・ル ー プ」(「真 の 自己 」)と 混 じ りあ い,両 者 が 同一 の もの とな った とき,「 生 の 中

の死 」 の 状態 を達 成 で き る。

バ ウル の 主張 す る 「生 の 中 の 死 」 の状 態 は ,人 間 の属 性 の 解 体 と,人 間 そ の もの の

消滅,つ ま り,人 間 の神 へ の同 化 を暗 示 してい る。 サ ドゥナの 始 ま りでは,和 合 は ま

だ ひ と組 み の 男女(「 ル ー プ」)の 間 の こ とだ った。 そ の場 所 は,最 下 部 のチ ャ ク ラに

限 られ てい た。修 習 者 は,精 神 集 中 と ヨ ー ガの座 法 や 呼 吸法 に よっ て,み ず か らの 「ク

ソ ダ リニ ー」 を 目覚 め させ な けれ ぽ な らな い。 今,「 心 の 人 」 が そ こに下 りて きた。

さあ,「 神聖 な愛 の戯 れ 」 が始 ま った 。 和 合 は,「 ス ヴ ァ ・ル ー プ」 の 間 の こ と とな っ

た。 「心 の 人」 と 目覚 め た 「ク ソ ダ リニ ー」 は,上 位 の チ ャ ク ラを次hと 突 っ走 っ て,

最 上 部 の チ ャ ク ラ,す な わ ち,「 サ ハ ジ ャ」 の あ りか に 達 す る。 この と き,個 我 は 宇

宙 に合 一 す る と され る。そ こに は もはや,神 と人 間 との 見 せ か け の 区別 も存在 しな い。

人 間 と神 とを 同 等 に置 く こ とに よ り,男 女 の和 合 とい う生 理 学 的 な 行為 は,宇 宙 の 特

質 と帰結 を備 え る こ とに な る。 下 位 の五 つ の チ ャク ラが,宇 宙 を 構 成 す る五 粗 大 元 素

「地 」「水 」「火 」「風 」「空 」 にた とえ られ る とき,五 つ の チ ャ クラは 「心 の人 」 と 「ク

ンダ リニ ー」 の 上 昇 に と もな って,宇 宙 の 消 滅 の プ ロセ ス を た ど る。 「地 」 は 「水 」

に,「 水」 は 「火」 に 吸収 され る とい う よ うに,下 位 の チ ャ クラが 上 位 のチ ャ ク ラに

同 化 して,つ い に 全 チ ャ ク ラが 存 在 の 根 源 に 合 一 す る。 これ が,「 神 の属 性 を 人 間 に

賦 与 す る こ と」 を 意 味す る 「ア ー ロバ 」 とい う概 念 の,も っ とも重 要 な 点 で あ る。 こ

れ は,バ ウルが,わ れ わ れ人 間 の,そ の物 理 的,生 物 的,心 理 的 様 相 の すべ て を,存

在 論 的 見 地 か ら眺 め て い る こ とを 示 して い る。 そ して,す べ てが 存 在 論 的 見地 か ら理

解 され た と き,「 人 間 の愛 」 は存在 論 的 な重 要 性 を 獲 得す る こ とで あ ろ う。

11お わ り に

本論は,ベンガル のバ ウルを理解するためには,「 門づけ」とい う生活様式の採用

に始ま り 「神への合一」 という究極の目的にいたる,「バウルの道」というバ ウル自

身の概念が不可欠であることを示 した。

バ ウルの宗教は,抽 象的な推論の体系ではな く,そ の核心的な部分は,「サ ドゥナ」

と呼ぼれる宗教儀礼の実践にある。 この実践的なサ ドゥナのすべては,「人間の肉体
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は真 理 の容 器 であ る」 とい う信 仰(deha-tattva)に 基 づ い て い る。 この 信仰 は,ふ た

つ の原 理 に分 解 で き る。(1)人 間 の 肉体 は,宇 宙 に あ る ひ とつ の 「もの 」 であ る だ

け で な く,宇 宙 の 「縮 図 」 で あ る。(2)人 間 の 肉体 は,神 の 「住 み か 」 で あ る ば か

りで な く,神 を 実感 す る ため の唯 一 の 「手 段 」 であ り 「媒 介物 」 であ る。 バ ウル の宗

教 が 独 特 な の は,こ の信 仰 に 基 づ い たバ ウルの 「サ ド ゥナ」 を ユ ニ ー クに展 開 させ て

い る こ とに あ る。

バ ウル の 「サ ドゥナ」 は,人 間 の 神 へ の 同化 の過 程 で あ り,自 己 開 発(セ ル フ ・リ

ア リゼ ー シ ョン)の 手 段 であ る。人 間 と神 とを 同 等 に置 く こ とに よ り,男 女 の和 合 と

い う生 理 学 的 な 行為 は,宇 宙 の 特 質 と帰 結 を 備 え る こ とに な る。 この こ とは,バ ウル

が,わ れ わ れ 人 間 の すべ てを,存 在 論 的見 地 か ら眺 め て い る こ とを 示 して い る。 そ し

て,す べ て が存 在 論 的 見 地 か ら理 解 され た とき,「 人 間 の 愛 」 は 存 在論 的 な 重要 性 を

獲 得 す るで あ ろ う。
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